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〈片貝旭区〉伝説の竜石

(
と
じ
て
似
存
し
ま
し
ょ
う
)

かり申うど

三太という狩人にまつわる伝説の竜石(魚津市史下巻近代のひか

り713ページ参照〉は、片貝川のよ流南又の川の中にあります。

うっそうとしだ茂みの中で、いつも竜石のー嫡を水に浸している

といわれています。
刀hJd:つ

やガて盛夏になり、かんガい水ガ不足して里魁ガ始まると、そこ

からもここからも農民ガ集まってきて、この石を叩いて雨乞いをし、

日日かれて怒つだ竜石は、疋ちまち大雨を降らせて河水を増加させ、
で1ヲ71-、

枯死寸前の稲田を額つだといわれ、今も下流20か町村の農民の崇叡

の的となってい疋と語り伝えられています。

雨乞いの石
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市
政
の
動
き

5
月
臨
時
市
議
会

正
副
議
長
を
改
選

臨
時
市
議
会
は
、

5
月
日
日
招
集
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
な
ど
三
議
案
が
審
議
可
決
さ
れ
、
正
副
議
長
な
ど
の
改
選
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
正
副
議
長
の
改
選
が
行
な
わ

札
議
長
に
吉
井
正
男
氏

(
日
歳
小
川
寺
)

が
再
選
さ
れ
、

噌
副
議
長
に
長
田
日
晴
氏

(
日
歳
三
田
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議

長

正
男
氏

吉
井

副
議
長
w

e

長
田

日
晴
氏

ひ
き
つ

づ
き
選
任
さ
れ
た
常
任
委
員

会
委
員
、
公
害
対
策
特
別
委
員
、
交
通

問
題
特
別
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
常
任
委
員
会
委
員

(
Oは
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

V
総
務
委
員
会
委
員

1
0久
保
田
邦
一

O
後
藤
吉
松

中
田
尚

花
岡
嘉
文

吉
井
正
男
若
島
正
敬
大
久
保
松

ム口V
建
設
委
員
会
委
員

1
0
野
崎
栄
吉

O
石
崎
七
郎

長
田
日
暗

寺
田
与
次

郎

宮

島

竹

二

後

藤

広

作

田

中

光

幸

長

谷

川
作
次
郎

V
産
業
経
済
委
員
会
委
員

1
0本
田
正

一

O
宮
田
只
夫
林
照
夫

吉
田
甚

蔵

高

慶

平

之

丞

本

田

友

次

郎

伊

藤
甚
一
石
川
庄
之
助

V
文
教
厚
生
委
員
会
委
員

1
0
河
崎
浩

O
加
藤
成
司
浜
多
弘
之
新
田
川

清
松

中

尾

政

一

河
崎
直
治
朝
野

治
作
-
公
害
対
策
特
別
委
員
会
委
員

1
0宮

田
只
夫
・

0
浜
多

弘

之

中

田

向

加

藤
成
司
久
保
田
邦
一
大
久
保
松
治

若
島
正
敬
後
藤
広
作

-
交
通
問
題
特
別
委
員
会
委
員

1
0寺

田
与
次
郎

O
後
藤
吉
松
新
田
川
清

市
で
は
市
が
設
置
す
る
各
種
施
設
や
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
の
見
学
等
を

通
じ
て
市
民
に
市
政
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
関
心
を
た
か
め
、
市
政
と

の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
こ
と
と
、
市
政
に
対
す
る
意
見

・
要
望
な
ど
を
聴

く
た
め
市
政
パ
ス
教
室
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

V
対
象
1
一
般
市
民

V
申
し
込
み
方
法

Z
小
中
学
生
、
児
童
ク
ラ
ブ
等
個
人
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き
に

青

少

年

団

体

員

住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話
番

V
見
学
コ

l
ス

'

号

・
希
望
コ

l
ス
と
月
日
等
を
記
入
の

A
コ
l
ス
市
役
所
↓
経
団
漁
港
↓
う
え
申
し
込
む
。

中
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
歴
史
民
俗
資
料
団
体
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き
に

館
↓
県
農
業
試
験
場
魚
津
果
樹
分
場
↓
利
用
団
体
名

・
参
加
者
数

・
代
表
者
氏

総
合
体
育
館
↓
百
楽
荘
↓
消
防
署
↓
市
名

・
住
所

・
連
絡
し
や
す
い
電
話
番
号

役
所
↓
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
西
部
清
・
希
望
コ
ー
ス
と
月
日
等
を
記
入
の
う

掃
セ
ン
タ
ー
↓
水
族
館
↓
勤
労
青
少
年
え
申
し
込
む
。

-
魚
津
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

押
ホ

l
ム
↓
市
役
所

v

V
申
し
込
み
先
一
T
9
3
7

条
例

4
・
1

…
B
コ
l
ス
市
役
所
↓
経
団
漁
港
↓
歴
魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
叩
番
1
号

・
魚
津
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

一
史
民
俗
資
料
館
↓
県
農
業
試
験
場
魚
津
魚
津
市
企
画
広
報
室

条
例

5
・
6
…
果
樹
分
場
↓
総
合
体
育
館
↓
百
楽
荘
↓

電
話

内
線
2
2
9

・
魚
津
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

一
消
防
署
↓
市
役
所
↓
学
校
給
食
セ
ン
タ

V
申
し
込
み
〆
切

条
例

5
・
同

一
l
↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
水
族
館
↓

6
月
お
日
実
施
に
つ
い
て
は
6
月
日

・
魚
津
市
行
政
組
織
規
則
の

一
部
を
改

一
埋
没
林
博
物
館
↓
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
日
ま
で
。
そ
の
他
は

6
月
初
日
ま
で
。

正
す
る
規
則

4

・
1

…
↓
市
役
所

V
参
加
費
な
ど

-
魚
津
市
公
印
規
則
の

一
部
を
改
正
す

…
V
実
施
日

参
加
費
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
畳
食

る
規
則

4

・

1

一
A
コ
ー
ス

8
丹
6
日
附
印
人
乗
り
一
は
各
自
持
参
す
る
こ
と
。
そ
の
他
エ
ン

・
魚
津
市
手
数
料
徴
収
規
則
の

一
部
を

…

回

ピ

ツ

等

筆
記
用
具
を
持
参
の
こ
と
。

改
正
す
る
規
則

4

・

1

一B
コ
l
ス

6
月
お
日
附
7
月
凶
日
附
何
回
参
加
者
多
数
の
場
合
は
受
付
順
に
よ

9
月
刊
日
附
叩
月
8
日
附
お
人
乗
り
四
回
り
選
考
い
た
し
ま
す
。

松
a

吉
田
甚
蔵
本
田
友
次
郎

甚
一
吉
井
正
男
中
尾
政
一

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

-m年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

・
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
お
、
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
監
査

委
員
に
林
照
夫
氏
が
同
意
さ
れ
ま
し
た。

5
月
6
日
臨
時
市
議
会
に
お

け
る
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

-m年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算

圃
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
専
決
処
分
の
承
犯
を
求
め
た
も
の
ニ

件公
布
さ
れ
た
条
例
規
則

イ安
藤

乗
っ
て
見
ま
せ
ん
か

市
政
パ
ス
教
室

申
し
込
み
は

6
月
日
目
ま
で

2 -
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着々進むほ場整備

本年度で可能面積の82パーセントを完了

V
農
業
振
興
の
た
め
に

ほ
場
整
備
事
業
は
、
現
在
市
内
各
地

で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
農
地
の
区
画
を
整
理
し
、
こ

れ
に
附
随
す
る
道
路
水
路
を
改
廃
整
備

し
て
、
農
地
の
集
団
化
を
計
り
農
業
機

械
の
利
用
を
容
易
に
す
る
と
共
に
生
産

性
の
高
い
農
地
に
改
良
し
て
、
農
村
の

環
境
整
備
と
振
興
を
は
か
る
た
め
に
進

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

国
に
お
い
て
も
新
土
地
改
良
計
画
を

進
め
、
特
に
ほ
場
整
備
の
早
期
完
成
は

そ
の
主
要
な
柱
と
な

っ
て
い
ま
す
。

V
ほ
場
整
備
の
歴
史

魚
津
市
の
ほ
場
整
備
の
歴
史
は
古
く

湯
上
、
宮
津
地
区
の
よ
う
に
大
正
の
初

期
、
又
は
昭
和
の
初
期
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
耕
地
整

理
と
呼
ば
れ
、
人
力
に
よ
る
工
事
で
事
業

の
実
施
は
面
積
的
に
は
少
な
い
も
の
と

い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

戦
時
中
よ
り
食
粧
の
増
産
が
国
の
緊

急
課
題
と
な
る
に
つ
れ
て
こ
の
事
業
も

漸
次
盛
ん
と
な
り
こ
れ
が
戦
後
魚
津
市

発
足
後
も
続
け
ら
れ
、
蛇
目
、
小
川
寺
、

木
下
新
、
浜
経
団
、
平
伝
寺
、

島
尻
、

長
引
野
、東
山
地
区
で
行
な
わ
れ
、
昭
和

幻
年
の
大
水
害
の
災
害
復
旧
地
域
を
含

め
実
施
面
積
約
四
八

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

当
時
は
一

0
ア
ー
ル
(¥
一
反
歩
)
区
画

を
基
準
と
し
て
お
り
、
通
称
小
区
画
と
呼

ば
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

V
近
代
機
械
力
に
よ
る
ほ
場
整
備
の
実

施昭
和

ω年
ご
ろ
か
ら
食
粧
の
需

き
な
変
化
が
起
り
、
食
栂
増
産
一
本
槍
か

ら
農
業
生
産
性
を
高
め
他
産
業
と
の
所

得
格
差
是
正
と
い
う
農
民
自
身
か
ら
の

要
望
が
彰
砕
と
し
て
起
り
、農
業
の
機
械

の
進
歩
と
相
侠
っ
て
、
一
区
画
三

0
ア

ー
ル

(
三
反
歩
)
の
ほ
場
が
農
業
構
造

改
善
事
業
と
し
て
袋
地
区
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
後
は
、
事
業
面
積
も
急

激
に
培
加
し
年
間
に
実
施
す
る
面
積
が

一
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
二

O
O
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

V
土
地
改
良
区
の
合
併

ほ
場
整
備
事
業
は
工
事
の
実
施
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
換
地
と
い
う
重
大
な
業
務

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
並
び
に
土
地
改
良

区
で
も
業
務
の
執
行
体
制
を
確
立
す
る

た
め
昭
和
必
年
に
市
内
に
あ
る
七
つ
の

土
地
改
良
区
が
大
同
合
併
を
し
て
、
魚

津
市
土
地
改
良
区
と
な
り
鋭
意
事
業
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

V
現
在
の
ほ
場
整
備
進
ち
よ
く
率

印
年
度
の
事
業
実
施
は
一
一

O
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
四
億
六
千
五
百
万
円
の
事
業

費
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が
完
了
を

見
ま
す
と
魚
津
市
の
ほ
場
整
備
完
了
面

積
は
全
部
で
一

、
六
四
九

ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
り
ま
す
。

全
水
田
面
積

二、四八五知

ω

ほ
場
整
備
可
能
面
積

ニ
、O
ニロ
加
聞

は
場
整
備
完
了
面
積

一、
六
四
九
仰
の

進

ち

よ

く

率

。

八

八

六

六
%

%

八

二%

V
今
後
の
ほ
場
整
備

以
上
が
現
在
ま
で
実
施
さ
れ
て
い

る

市
の
ほ
場
整
備
の
現
状
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
ほ
場
整
備
事
業
を
希
望
さ
れ
る
地

区
に
つ
い
て
は
、
国
の
公
共
事
業
と
し

て
の
認
示
の
条
件
で
あ
る
二

O
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
の
面
積
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

(但
し
松
倉
地
区
は
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

工
事
費
に
つ
い
て
は
地
形
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
一

0
ア
ー
ル
当
り

三
O
万
円
か
ら
四
五
万
円
程
度
で
あ
り

国
県
の
補
助
率
は
区
画
の
大
小
実
施
の

場
所
等
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
お

お
む
ね
五

o
r内
外
で
他
に
市
補
助
等

も
あ
り
地
元
負
担
金
に
つ
い
て
は
農
林

漁
業
金
融
公
庫
の
資
金
を
利
用
出
来
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
実
施
に
つ
い

て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
農
林

土
木
課
又
は
、
土
地
改
良
区
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

-3-

最
近
五
ヵ
年
間
の
事
業
状
況

必
年

一八
五
加
型
一七、八
0
0
千
円

U
年

一七八
加
t

四五九
、
四D
O
千
円

必
年

一六一一ア
M

四四八、
8

0

千
円

ω年
=

一西
伯

四

ニ一
、0
0
0
千
円

切
年
(
計
画
)
二
C
M

四六五、
c
c
c
千
円

』
F

整
備
さ
れ
た
住
吉
地
区
の
初
ア
l
ル
田
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晴
れ
の
叙
勲

本
市
関
係
者
で
次
の
方
が
晴
れ
の
叙

勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

勲
三
等
瑞
宝
章

神
戸
市
東
灘
区
御
影
町
西
平
野
天
神

山
三
二

金
光
邦
=
一

(
百
歳
)

一花
衆
磯
院
瞳
幅員

一元
兵
庫
県
機
会
議

長一冗
魚
津
市
長

〈
功
績
〉

永
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
。
勲
七
等
桐
葉
章

魚
津
市
吉
島
二
九
三
二

宮

居

良

雄

(

引

歳

)

元
滋
山
県
技
士

九
p
h
b
p
副

hF

〈
功
績
〉

問
調
ん

717
三
十
六
年

np村民
且

司

聞
に
わ
た
り

y
・
自
白
品
川
L
・
司

道
路
工
夫
と

し
て
、
愛
情
を
も
っ
て
県
道
の
維
持
、

補
修
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
。

黄
綬
褒
章

魚
津
市
宮
津
一
五

一
八

高
三
長
吉
氏
(
臼
歳
)
農
業
株
式
会
社
新
川
背

果
市
場
取
締
役

〈
功
績
〉

地
域
農
業

の
振
興
と
そ
菜
園
芸
の
拡
大
と
振
興
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
。

ち
っ
ち
ゃ
な
子
ど
も
と
お
年
寄
り

保
険
料
の
特
例
納
付

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
、

三

ヶ
月
ご
と
あ
る
い
は
、
一
年
分
を
ま
と

め
て
前
納
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
途
中
何
か
の
都
合
で
期
限
ま
で
に

納
め
な
か
っ
た
り
、
納
め
忘
れ
た
り
し

て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
人
が
あ
り

ま
す
。国
民
年
金
の
各
種
の
年
金
(
老
令
、

母
子
、
障
害
等
)
は
、
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
と
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
こ
と
は
危
険
で
す
。

国
民
年
金
の
未
納
に
な
っ
た
保
険
料

は
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
か
ら

二
年
間
た
ち
ま
す
と
納
め
た
く
て
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
過
去
に
未
納
の
あ
る
人
た

ち
は
、
空
白
の
期
聞
が
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
'
こ
の
空
白
期

間
を
、
つ
め
る
こ
と
の
で
き
る
の
が
「
特

例
納
付
」
の
し
く
み
で
す
。

こ
の
「
特
例
納
付
」
の
で
き
る
期
限

は
ロ
月
別
目
、
残
る
期
聞
が
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。

も
う

一
度
、
お
年
の
国
民
年
金
が
始

ま
っ
た
当
時
か
ら
の
保
険
料
に
つ
い
て
、

き
ち
ん
と
納
ま
っ
て
い
る
か
調
べ
て
み

宇品
B

しょ、っ。

保
険
料
は
「

一
ヶ
月
九

O
O
円
」
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭和50年国勢調査 (その2) 

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
、
ア
メ
リ
カ
流
の
人

口
セ
ン

サ
ス
の
手
法
に
初
め
て
着
目
し

た
の
は
杉
亨
二

(
す
ぎ
こ
う
じ
)
テ
レ

ビ
映
画
の
「
勝
海
舟
」
に
登
場
し
て
い

た
杉
純
道
が
そ
の
人
で
す
。
慶
応
元
年

に
杉
亨
二
と
改
名
し
て
い
ま
す
。

杉
亨
二
は
幕
府
が
つ
く
っ
た
南
蛮
渡

来
の
学
問
を
勉
強
す
る
開
成
所
(
後
の

東
京
帝
国
大
学
)
の
教
授
を
経
て
明
治

6
年
に
太
政
官
大
主
記
の
官
職
に
つ
き

明
治
政
府
の
統
計
の
な
い
暗
中
模
索
の

政
治
に
次
々
と
近
代
的
な
統
計
を
整
備

し
、
統
計
の
光
を
と
も
し
ま
し
た
。

次
い
で
明
治
ロ
年
有
名
な
「
甲
斐
国

現
在
人
別
調
」
と
い
う
人
口
調
査
が
杉

亨
二
の
企
画
で
明
治
政
府
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
山
梨
地
方
で

2
0
0

0
名
の
調
査
員
を
動
員
し
て
セ
ン
サ
ス

的
な
調
査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
結

庭
の
母
や
子
ど
も
が
病
気
で
介
護
す
る

者
が
い
な
い
場
合
に
母
親
が
わ
り
の
介

護
人
を
派
遣
す
る

n

エ
ン
ゼ
ル

・
マ
マ
u

制
度
が

4
月
か
ら
発
足
し
ま
し
た
。
母

子
家
庭
の
母
親
は
子
ど
も
を
育
て

一
家

の
働
き
手
と
し
て
外
へ
出
る
方
が
多
く
、

本
人
や
子
供
が
病
気
に
な
っ
た
と
き

一

番
の
悩
み
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
そ

な
え
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
制
度
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

V
派
遣
は
無
料

エ
ン
ゼ
ル

(天
使
)
の
よ
う
に
優
し

く
母
子
家
庭
を
助
け
る
人
と
い
う
意
味

で
す
。
エ
ン
ゼ
ル

・
マ
マ
さ
ん
の
派
遣

ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
も
れ
の
皆

さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
加
入
の
屈
を
済

ま
せ
、
保
険
料
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

早
目
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係

又
は
、
も
よ
り
の
社
会
保
険
事
務
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

50年10月1日

国勢調査の父杉亨二

ご
存
知
で
す
か

砂
エ
ン
ゼ
ル
・
マ
マ
さ
ん
市

制
度
は

4
月
か
ら
発
足

ロ
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
母
子
家

果
は
今
日
な
お
当
時
の
封
建
的
な
色
彩

の
強
か
っ
た
わ
が
国
の
地
方
事
情
の
累

計
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

政
府
は
明
治

M
年
国
勢
調
査
に
関
す

る
法
律
を
公
布
し
、
こ
の
法
律
に
基
づ

い
て
明
治
犯
年
に
第
1
回
国
勢
調
査
が

行
な
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
日
露
戦
争

の
た
め
無
期
延
期
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

明
治
川
町
年
に
は
杉
亨
二
を
含
め
国
勢

調
査
の
準
備
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
大
正

9
年
の
第
1
回
国
勢
調
査
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

実
に
杉
亨
二
が
幕
府
の
蕃
書
調
所
で

セ
ン
サ
ス
の
実
施
を
夢
み
て
か
ら
印
年

以
上
の
年
月
が
た
つ
て
い
る
。
し
か
し

杉
亨
二
は
第
1
回
の
国
勢
調
査
の
三
年

前
の
大
正
6
年
ロ
月
4
日
に
死
亡
。

- 4-

は
無
料
で
、
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
の
依

頼
は
、
左
記
の
と
こ
ろ
で
受
付
け
て
お

り
ま
す
。

。

エ
ン
ゼ
ル
・
マ
マ
き
ん
は
子
ど
も
の

世
話
か
ら
食
事
の
世
話
、
買
い
物
、
病

院
と
の
連
絡
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
世
話
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
派
遣
期
間

は
5
日
以
内
で
す
。

エ
ン
ゼ
ル
・
マ
マ

さ
ん
は
み
ん
さ
ん
の
秘
密
を
守
り
ま
す
。

派
遣
依
頼
先

魚
津
市
社
会
福
祉
課

(
内
線
2
1
3
)

魚
津
市
母
子
福
祉
会
長
宅
辺
局

4
1
0
4
番
(
堀
内
は
つ
い
)



加
積
地
区
審
議
会
委
員
選
挙

無
競
争
と
な
る

加
料
…地
区
土
地
区
画
都
思
議
議
会
委

H
の
任
則
が
来
る

6
月

η
日
に
制
了
に

な
る
の
で
、
次
期
委
員
候
補
者
の
受
付

け
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

去
る

5
月

剖
日
に
受
付
を
締
切
り
ま
し
た
。
そ
の

結
巣
、
候
補
者
の
回
出
が
委
員
定
数
を

起
え
な
か

っ
た
の
で
、
投
梨
を
行
わ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
届
出
の
あ

っ

た
候
補
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

-
宅
地
所
有
者
か
ら
選
挙
さ
れ
る
似
補

者

(
刷
出
順
)

有
沢
庄
作

古
島
7
5
3

宮
田
邦
雄

上
村
木
2
8
9

東
城
義

一

上
村
木
6
4
0

友
岡

清

上
村
木
8
8

本
田
忠
雄

上
村
木
3
1

9
の
4

中
村
年
雄

上
村
木
3
3
3

中
村
久
男

上
村
木
3
9
5

Z
宅
地
に

つ
い
て
仇
地
権
を
有
す
る
者

か
ら
選
挙
さ
れ
る
候
補
者

松
田
栄
作

上
村
木
町
6
0
5

な
お
、
審
議
会
委
員
の
定
数
は
叩
名

で
、
こ

の
う
ち

2
名
を
学
識
経
験
を
有

す
る
も
の
、
中
か
ら
市
長
が
選
任
す
る

こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続

申
請
書
の
提
出
は
6
月
1
日
か
ら
初
固
ま
で
に
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市
で
は
昭
和
特
年
に
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
策
定
し
て
農
業
の
健
全
な

発
展
を
図
っ
て
来
ま
し
た
が
、
諸
種
の

事
情
に
よ
り
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の

点
に
注
意
し
、
事
情
聴
取
の
た
め
原
則

と
し
て
本
人
が
持
参
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
又、

詳
し
い
ニ
と
は
市
役

所
農
政
課
(
電
話
内
線
2
2
1
番
)
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
農
地
転
用
基
準
に
合
致
し
て
い

ヲ@こ〉』
。

二
、
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団

性
が
保
た
れ
る
こ
と
。

三
、
国
の
直
轄
、
又
は
補
助
に
よ
る

土
地
改
良
事
業
等
に
よ
っ
て
、

土
地
基

盤
整
備
事
業
を
計
画
中
若
し
く
は
実
施

中
、
又
は
完
了
し
た
農
地
で
な
い
こ
と
。

今
月
の
納
税
「
市
. 
県
民
税
第 ~:_... : ...-c = = = = =..= = =~~::: = = = ~ 

j 密航シーズンを ::J ~ 

i迎沼 山湾 ( 地 i 

ふりたれわ回じシ」HH・川
智

カオあなたが、

110番

骨

申
請
書
提
出
締
切
日

昭
和
田
年
6
月
1
日
か
ら
6
月
却
日

ま
で受
付
場
所

市
役
所
農
政
課

申
請
用
紙
交
付
場
所
(
申
請
書
二
部
)

市
役
所
農
政
謀
、
市
土
地
改
良
区

申
請
に
添
付
す
る
書
類

一
、
土
地
登
記
簿
の
抄
本

二
、
土
地
改
良
区
の
同
意
書

三
、
隣
接
土
地
所
有
者
の
同
意
書

四
、
除
外
農
用
地
附
近
図

(縮
尺
五

0
0
分
の

こ

五
、
建
物
ま
た
は
工
作
物
の
配
置
計

画
図

(縮
尺
二
、
五

O
O
分
の

二

次
の
点
を
ご
参
考
に
、
み
な
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
、
見
な
れ
ぬ
人
が
、
海
岸
を
う
ろ
つ
い

た
り
、
道
を
た
ず
ね
た
り
、
そ
ぶ
り

や
言
葉
づ
か
い
な
ど
、
ど
う
も
不
審

だ
と
思
わ
れ
た
と
き
。

2
、
深
夜
、
早
朝
な
ど
に
、
海
岸
に
不

審
な
自
動
車
の
駐
停
車
が
あ
る
と
き
。

3
、
夜
間
、
海
岸
で
石
を
た
だ
い
た
り
、

電
灯
を
点
滅
し
た
り
、
海
上
と
合

図
し
て
い
る
よ
う
な
と
き
。

4
、
沖
合
に
見
か
け
ぬ
船
が
と
ま
り
、

小
舟
で
人
や
荷
物
を
は
こ
ん
で
い

ヲ
②
ル
」
丞
』
。

5
、
海
岸
で
漂
流
船
(舟
)や
不
審
な

漂
流
(
着
)
品
を
発
見
し
た
と
き
。

6
、
出
漁
中
、
見
な
れ
ぬ
船
や
不
審

な
船
を
発
見
し
た
と
き
。

た
と
え
ば
、
夜
間
消
灯
し
て
停

。
防
除
は
皆
ん
な
で
。

緑
を
く
い
荒
ら
す

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

を
退
治
し
て
美
し
い
自

然
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
す
る

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご

家
庭
の
周
辺
の
樹
木
に
、
幼
虫
が
発
生

し
て
い
な
い
か
、
よ
く
注
意
し
て
見
ま

し
ょ
、
フ
⑨
巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
切
除

少
さ
い
幼
虫
が
葉
の
う
ら
に
、
く
も

っ
て
い
る
船
。
近
づ
い
た
ら
、
あ

わ
て
て
逃
げ
た
船
。
接
船
し
て
そ

ぶ
り
が
変
な
船
。

連
絡
は
、
魚
津
警
察
署

電
話
M
局
1
3
3
3

駅
前
警
察
官
派
出
所

電
話
辺
局
5
7
0
8

川
原
警
察
官
派
出
所

電
話
幻
局
5
0
4
3
へ

の
巣
状
の
中
に
い
る
と
き
は
、
そ
の
葉

を
す
ぐ
取
っ
て
踏
み
つ
ぶ
す
か
焼
き
捨

て
て
く
だ
さ
い
。

⑨
幼
虫
が
樹
木
全
体
に
広
が
っ
た
ら
、

薬
剤
を
散
布
し
て
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
防
除
時
期
は
一
回
目
が

6
月
上
旬

1
7
月
上
旬
、
ニ
回
目
が

8
月
上
旬
i

9
月
中
旬
で
、

D
E
P
剤
を
使
用
し
ま

す
。ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
は
年
二
回
の

発
生
で
「
さ
な
ぎ
」
の
ま
、
越
冬
し
て

5
月
上
中
旬
羽
化
し
て
幼
虫
と
な
り
ま

す
。
特
に
、
か
き
・
さ
く
ら

・
プ
ラ
タ

l
ナ
ス
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
す
。

⑨
各
家
庭
で
防
除
さ
れ
る
場
合
、
薬

剤
は
無
料
で
お
わ
け
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
除
機
の
貸
出
し
も
し
て
い

ま
す
か
ら
希
望
者
は
、
市
役
所
農
政
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

ご
近
所
な

ど
共
同
で
防
除
す
る
こ
と
は
よ
り
よ
い

効
果
が
あ
が
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、

絶
滅
を
期
す
る
よ
う
防
除
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

5 -

期
八
刀
」
納
期
限
は
6
月
初
日
で
す
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自
動
火
災
報
知
機

な
ど
の
設
置
を
義
務
づ
け

l

l
消
防
法
令
の
改
正

|

|

消
防
関
係
の
法
令
が

一
部
改
正
さ
れ
、

次
の
よ
う
な
建
物
は
、
新
築
や
改
築
を

す
る
際
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
使
用
さ
れ

て
い
る
建
物
に
も
、
自
動
火
災
報
知
機
、

屋
内
消
火
栓
等
の
消
防
用
設
備
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

たO
集
会
場
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理
底
、

マ
ー
ケ

ッ
ト
、
物
品
版
売
庖
等
で
、

建
物
の
延
面
積
が
三

O
O
平
方
日
以

上
の
も
の
は
自
動
火
災
報
知
機
を
昭

和
印
年
ロ
月

1
日
ま
で
に
取
り
付
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
料
理
屈
、
旅
館
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
病

院
等
で
建
物
の
延
面
積
が
七

O
O
平

方
灯
以
上
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

は

一
、四

O
O
平
方
灯
以
上
)
の
も

の
は
、
屋
内
消
火
栓
設
備
を
昭
和
弘

年
4
月
1
日
ま
で
に
取
り
付
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

0

マ
ー
ケ

ッ
ト
等
で

一、

0
0
0
平
方

μ
以
上
、
雑
屋
ビ
ル
で
七

O
O
平
方

灯
以
上
の
建
物
は
、
屋
内
消
火
栓
設

備
を
昭
和
臼
年
4
月

1
日
ま
で
に
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
病
院
等
で
収
容
人
員
が
三

O
O
人
以

上
、
学
校
、
公
会
堂
等
で
収
容
人
員

が
八

O
O
人
以
上
の
も
の
は
、
非
常

放
送
設
備
を
早
急
に
取
り
付
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
屋
外
へ
の
避
難
口
誘
導
灯
等
は
従
前

か
ら
取
り
付
け
て
あ
る
小
山
の
も
の

を
、
大
型
や
中
型
の
も
の
に
早
急
に

取
替
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
従
前
か
ら
使
用
し
て
い
る
い
ろ
い
ろ

な
消
防
用
設
備
で
、
一
、

0
0
0
平
方

灯
以
上
の
建
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
有
資
格
者
(
消
防
設
備
士

等
)
に
点
検
さ
せ、

一
、
0
0
0平
方

灯
未
満
の
建
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る

消
防
設
備
は
自
分
で
点
検
し
、
そ
の

結
果
を
年
に

一
回
消
防
署
へ
報
告
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人

た
ち
が
出
入
し
た
り
、
宿
泊
し
た
り
す

る
建
物
に
お
け
る
災
害
の
未
然
防
止
と

万
一
の
災
害
時
に
い
か
に
安
全
に
避
蛾

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
か
、
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
0

.

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
各
々
の
建
物

に
つ
い
て
、
近
く
立
入
検
査
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
そ
の
際
お
た
づ
ね
に
な
る
か
、

消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
辺
1
0
2
9
5

成
人
教
室
開
設
案
内

中
央
公
民
館
で
は
、
次
の
よ
う
に
成

人
教
室
を
開
き
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
0

0
教
室
名

-
盆
栽
教
室

初
心
者
む
き

指
導
者
魚
津
盆
栽
会
役
員

・
水
墨
画
教
室

初
心
者
む
き

指
導
者
中
村
松
之
助
氏

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
教
室

指
導
者

富
山
県
レ
ク
リ
ェ

l

シ
ョ
ン
協
会
員

・
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

初
心
者

婦

人

む

き

・
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
教
室

初
心
者
む
き

指
導
者

菅
沼
善
子
氏

。
会
場

魚

津
公
民
館

。
開
講
日

6
月
よ
り
叩
月
ま
で
月

一
1
二
回
日
限
午
後
を
原
則
と

す
る
。

。
受
講
料

五
百
円
た
だ
し
消
耗
品

代
は
本
人
負
担

。
申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
希
望
学
級

・
住

所

(番
地
ま
で
記
入

)
氏

名

年

齢
を
記
入
の
上
、

一
干
九
二
七

一

一
魚
津
市
釈
迦
泣

一
一一
一一

・

一

一h
制
…
沖
市
教
育
委
民
会

巴

一

一
社
会
教

育

課

成

人

教
室
係
一

ま
で
申
し
込
む
こ
と
、

。
申
込
締
切

6
月
刊
目

。
開
講
日

内
容
等
に
つ
い
て
は

入
級
決
定
者
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

サラダ油(1，650(/入)で30円、マーガリン (雪印ソフト

2259入)で15円安くな った庖がありましたが、バター(雪

印北海道2259入)で30円、ミツカン酢(5001111入)で1'5円

引上げた屈がありました。

LPガス、灯油については値動きは認められませんで
した。

V下の表 中O印は毎月 15日調査の 6庖の平均価格です。

今回の調査では 、対象品目のし、ずれの品物も豊富に出

回 っており価格も 4月に比べ安定してお ります。

日CI日 目 メーカー ロCI口 名 容量
49年 50ip 50年 50年 50年5月における 459比11ドjー5絞50均J)三
5月平均 3 !'J平均 4月平均 5月平均 最低~最高

砂 糖 日 新 カ ソ プ 1 kg 196円 291内 291円 293円 290円..:... 295 内 149 % 
しよう フ キ ツ コマン キ Y コマン 2 {( 402 420 410 410 360- 450 102 
食 用 ilh l床 σ3 素 天プラ ilh 1，650 g 485 703 700 683 650- 720 141 

11 11 11 450 g 126 182 183 181 178- 185 144 
11 11 サラダ油 1，650 g 535 808 790 776 750- 810 145 
麦 粉 日 清 フ ラワー 1 kg 130 131 131 132 128- 135 102 

即席めん 明 星 明 星 18 番 85 g 47 44 44 44 43- 45 ， 94 
11 日 清 出前 一 丁 100 g 49 48 48 48 48- 49 98 

乾 ゲ〉 ん 11 雪JIo.ちI うどん 250 g 55 55 56 55- 58 
み そ 日本海寺み業そ ゃんのこうじみそ 1 kg 231 236 236 235 230- 240 102 
ノ〈 タ 雪 印 L 雪 印北海道 225 g 221 288 288 283 220- 315 128 
マーガリン 11 雪 印ソフト 225g 142 207 203 206 185 - 218 145 

11 昧 グ〉 素 マリーナソフト 225 g 140 201 203 204 198- 215 146 
ク7レタミン酸ソーダ 11 味 σ〕 素 120 g 174 217 217 216 210- 230 124 
食 酢 、、、 ツ カ ン 、、、 ツ カ ン 500rne 105 126 127 129 120- 140 123 
L P カ" ス ，10kg 1，273 1，450 1，450 1，450 1 ， 300 -1 ， 500 114 
士丁 t由 18 {(庖頭 380 598 597 597 580- 600 157 

11 200 t配達 4，213 6，550 6，517 6，517 6，400-6 ，600 155 
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水道週間にちなんで水道を理解しよう

第17回水道週間
一一一6月1日カ、ら7日まて。一一一

水
道
の
あ
ゆ
み

わ
た
く
し
達
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の

出
来
な
い
水
を
、
い
つ

、
ど
こ
で
も
供
-

給
す
る
と
い
う
使
命
を
お
び
て
い
る
の

が
水
道
事
業
で
あ
り
ま
す
。

本
市
の
上
水
道
は
、
市
が
発
足
し
た

昭
和
幻
年
に
創
設
の
認
可
を
受
け
、

翌

お
年
ロ
月
に

一
部
通
水
し
て
か
ら
、
既

に
幻
年
経
過
し
ま
し
た
。

創
設
さ
れ
た
こ
ろ
の
規
模
は
、
旧
魚
津

町
を
中
心
に
三
万
人
の
給
水
人
口
と
、

一
人
一
日
の
最
大
給
水
量
を
二
百
リ

ッ

ト
ル
、
一
日
最
大
給
水
量
を
六
千
ト
ン企完成した石垣配水池

の
目
標
に
、
総
事
業
費
一
億
五
千
七
百

万
円
で
着
工
し
ま
し
た
。
訂
年
9
月
の

大
火
に
よ
り
一
部
計
画
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
が
、
日
持
年
3
月
に
全
事
業
が
完

工
し
計
画
ど
お
り
の
給
水
を
い
た
し
ま

し
た
。

そ
の
後
給
水
人
口
が
年
々
延
び
た
こ
と

と
、
生
活
の
水
準
が
向
上
し
た
こ
と
に
よ

り
既
存
の
施
設
で
ま
か
な
え
な
く
な
り
、

お
年
に
第
一
次
拡
張
事
業
計
画
の
認
可

を
受
け
、
施
設
の
規
模
を
給
水
人
口
で

三
万
七
千
人
に
、
一
人
一
日
の
最
大
給

水
量
を
三
百
リ

ッ
ト
ル
に
、
一
日
最
大

給
水
量
を
一
万
一
千
百
ト
ン
に
見
合
っ

た
計
画
を
樹
て
、
総
事
業
費
を
二
億
千

四
百
万
円
と
し
八
か
年
の
継
続
事
業
で

実
施
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

給
水
区
域
が
拡
大
さ
れ
る
と
既
設
の

簡
易
水
道
と
の
統
合
が
必
要
に
な
る
な

ど
の
問
題
か
ら
、

U
年
に
第
二
次
拡
張

事
業
計
画
の
認
可
を
得
て
、

一
人

一
日

最
大
給
水
量
を
四
百
三
十
二
リ
ッ
ト
ル

に
、
一
日
最
大
給
水
量
を
一
万
六
千
ト

ン
に
す
べ
く
計
画
し
、
総
事
業
費
は
第

一
次
拡
張
事
業
計
画
の
残
事
業
を
含
め

て
四
億
四
千
八
百
万
円
で
着
手
し
・、
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

水
道
の
将
来
の
展
望

第
二
次
拡
張
事
業
は
、
灯
年
か
ら
日

年
ま
で
の
継
続
事
業
で
す
が
、
幼
年
度

ま
で
に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
石

垣
地
内
に
二
八

0
ト
ン
の
配
水
池

一
基

築
造
し
、
高
区
の
断
水
及
び
減
圧
を
解

消
し
た
ほ
か
、
皆
さ
ん
の
要
望
さ
れ
た

と
こ
ろ
に
配
水
管
を
布
設
し
ま
し
た
。

特
に
印
田
、

石
垣
新
、
三
田
及
び
江
口

地
区
に
対
す
る
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
年
度
予
定
さ
れ
る
事
業
は
、
横
枕

地
内

(
旧
横
枕
滅
菌
室
跡
)
に
管
理
室

を
新
築
し
、
ポ
ン
プ
や
電
気
計
装
設
備

工
事
に
よ
り
計
量
器
類
の
集
中
化
を
図

る
こ
と
と
、
さ
ら
に
塩
素
滅
菌
装
置
を

完
備
し
管
理
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
及

び
場
内
の
環
境
整
備
を
図
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
完
工
し
た
石

垣
配
水
池
と
の
述
結
送
水
管
の
布
設
と
、

市
内
各
所
に
布
設
す
る
配
水
管
等
を
併

せ
て
、
五
千
九
百
八
十
四
万
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
の
事
業
計
画
と
し
て
は
、

印
団
地
内
に
現
配
水
池
に
隣
接
す
る
二

千
ト
ン
の
配
水
池
を
設
け
て
、
不
慮
め

事
態
に
備
え
る
こ
と
と
、
貝
団
地
内
の

水
源
池
の
改
良
に
よ
り
、
計
画
給
水
量

の
一
万
六
千
ト
ン
を
確
保
す
る
こ
と
及

び
配
水
管
の
布
設
工
事
な
ど
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

ω年
度
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
二

万
九
千
九
百
人
余
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

計
画
給
水
人
口
に
対
す
る
普
及
率
は
八

O
パ
ー
セ

ン
ト
余
り
で
、
約
七
千
人
の

人
が
ま
だ
水
道
を
利
用
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
に
未
給
水
区
域
内

人
口
が
八
千
人
(
簡
易
水
道
区
域
を
除

く
。)あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
達
は
水
道
の

思
恵
を
全
然
受
け
て
お
ら
れ
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。

日
年
度
以
降
に
計
画
が
予
定
さ
れ
て

い
る
第
三
次
拡
強
事
業
計
画
で
は
、
先

に
述
べ
た
未
給
水
区
域
の
解
消
が
最
重

点
事
業
に
な
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
水

似
の
獲
得
が
非
常
に
困
難
と
な
り
、
ま

た
建
設
費
が
多
額
に
な
り
、
市
が
単
独

で
こ
れ
ら
の
仕
事
歩
す
る
こ
と
が
大
へ
ん

不
経
済
な
面
が
生
じ
ま
す
の
で
、
広
域

水
道
閤
を
設
置
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ

っ
て
問
題
の
解
決
を
当
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
高
山
県
で
は
、
既
に
黒
部

川
に
宇
奈
月
ダ

ム
の
建
設
計
画
も
あ
り
、

そ
の
中
に
水
道
用
水
も
確
保
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
計
画
と
歩
調

を
合
せ
な
が
ら
、
市
の
水
道
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

水
道
経
営
の
現
況

拡
張
事
業
は
す
べ
て
企
業
債
(
借
金
)

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
将

来
元
利
金
の
償
還
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
償
還
金
が
企
業
の

経
営
に
影
響
し
て
、
段
々
経
営
が
苦
し

く
な

っ
て
来
て
い

ま
す
。

当
市
の
水
道
料
金
は
引
年
度
に
決
め

ら
れ
た
も
の
で
、
県
内
の
他
市
町
に
比

較
し
て
み
ま
す
と
、
富
山
市
及
び
井
波

町
と
と
も
に
最
低
の
部
類
に
入
り
ま
す
。

今
ま
で
は
割
合
安
い
料
金
で
も
な
ん
と

か
や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
一
昨
来
の
諸

物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
日
年
度
以
降
の

経
営
が
不
健
全
化
に
傾
く
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
企
業
の

合
理
化
に
よ

っ
て
経
費
の
節
減
を
図
る

の
が
第
一
と
考
え
、
本
年
度
か
ら
新
し

い
制
度
を
採

っ
て
お
り
、
出
来
る
だ
け

現
行
料
金
を
維
持
す
る
つ
も
り
で
す
。
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給
水
工
事
は
指
定
唐
で
、

現
在
水
道
局
が
指
定
し
て
い
る
給
水

工
事
庖
は
、
次
の
十
庖
で
あ
り
ま
す
が
、

給
水
工
事
は
必
ず
こ
の
指
定
屈
で
施
工

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ω
松

原

工

務

庖

本

江

新

町

宮

(
M
)
0
9
0
8

畠
山
工
業

鮒

上

村

木

宮

(
詑

)
5
3
3
0

高

松

工

業

組

上

口

二

丁

目

宮

(
幻

)
0
5
4
5

中
谷
配
管
工

業

本

江

宮

(
泣

)
3
6
9
8

陶

三

共

設

備

北

鬼

江

宮

(
μ
)
1
3
5
0

管

沼

組

村

木

町

宮

(
辺

)
0
4
5
3

北

陸

水

道

側

釈

迦

堂

宮

(
但

)
1
3
5
3

山
側
水
環
境
セ
ン
タ
ー
中
央
通
り

宮

(
M
)
4
6
8
9

ユ
ウ
ホ

l
設

備

側

釈

迦

堂

宮

(
幻

)
5
7
1
1

石
原
設
備
工
業
所
本
江

宮

(
n
)
2
9
2
4

(2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) 
簡
易
水
道
の
現
況

市
に
は
現
在
公
営
の
簡
易
水
道
と
し

て
小
川
寺
、
黒
沢
、
東
蔵
、
小
管
沼
、

島
尻
、
前
東
城
、
奥
東
城
、
日
尾
、
大

海
寺
、
鉢
、
吉
野
、
升
方
、
長
引
針
及

び
平
沢
の
十
四
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
給
水
戸
数
は
一
千
百
七
十
二

戸
で
四
千
七
百
人
に
給
水
し
て
い
ま
す

が
、
将
来
市
の
給
水
人
口
を
百
パ
ー
セ

ン
ト
に
す
る
た
め
に
は
、
山
間
部
で
は

簡
易
水
道
を
計
画
的
に
設
置
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
簡
易
水
道
は
多
額
の
地

元
負
担
金
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
地
元
で
設
置
を
希
望
さ
れ
る

と
こ
ろ
は
地
区
内
で
充
分
話
し
合
っ
て

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

週
間
中
の
行
事

水
道
局
で
は
水
道
週
間
中
次
の
よ
う

な
行
事
を
計
画
し
、
日
ご
ろ
水
道
ご
利
用

の
皆
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
地

い
た
し
ま
す
の
で
、
水
道
局
か
指
定
工

事
庖
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水道週間中の主な行事

月日41W 行 名 1iiii ヨ~.

5.30倒 ポスターの掲示・壁新聞の制不 公共施設に期間中拘不する

" 31(:l:) 

6. 1 (11) 市広報による周知徹底 市内全世幣に配布

" 2 (}J) パ ッキンの無料取替 水道局・指定工事庖で受付

" 3 (刈 " 
J/ 

" 4かド) " " 
" 5 (小) " " 
" 6七ぬ " 1/ 

1/ 7W 1/ 1/ 

$J 
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広報うおづ

第3極郵便物認可

50. 6. 1 
祭礼特集

魚
津
神
社
祭
礼
の
己
注
意

も
う
す
ぐ
魚
津
神
社
の

6
月
祭
礼
“
て
す
。
こ
の
期
間
中
は
た

い
へ
ん
な
人
出
が
あ

っ
て
、
仙
の
中
が
に
ぎ
や
か
に
な
り
、
人

の
心
も
ゆ
る
み
が
ち
で
す
。

ウ

ッ
力
リ
し
て
い
る
と
思
い
が
け
な
い
災
隊
や
事
故
に
、
ま

き
こ
ま
れ
ま
す
。

市
民
の

一
人

一
人
が
防
犯
・
防
災
を
心
が
け
て
不
幸
な
目
に

会
わ
な
い
よ
う
注
意
し
、
家
族
そ
ろ

っ
て
楽
し
い
お
祭
り
に
い

た
し
ま
し

ょ
う
。

。
お
祭
り
見
物
に
て
か
け
る
時
は
|

|

家
の
戸
締
り
、
火
の
用
心
を
し

っ
か
り
し
、
留
守
中
の
疏
雌

や
火
災
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

。
お
祭
り
の
人
"こ
み
の
中
て
は
|
|
|

ス
リ
、
チ
カ
ン
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
の
手
は
し

っ
か
り
に
ぎ
リ
ま

い
子
に
し
な
い
よ
う

〒
」
，
r

。
お
祭
り
の
街
て
|
|
|

ユ
ス
リ
、
お
ど
し
、
暴
力
な
ど
の
被
害
に
か
か

っ
た
り
、
見

た
り
し
た
ら
泣
き
寝
入
り
せ
ず
、
す
ぐ
句
旬
。
番
し
、
被
害
を

最
少
限
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

。
お
祭
リ
の
夜
|

|

お
子
さ
ん
の
外
出
は
午
後

g
時
ま
で
に
し
て
、
夜
ふ
か
し
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

若

い
娘
さ
ん
の
暗
い
小
路
“
て
の

一
人
歩
き
は
危
険
"
で
す
か
ら

や
め
ま
し

ょ
う
。

。
迷
惑
行
為
に
は
通
報
を
|

|

ケ
ン
カ
な
ど
で
附
近
の
住
民
に
迷
惑
が
か
¥
る
よ
う
な
と
き

は、

直
ぐ
に
句
旬
。
番
し
暴
力
を
未
然
に
防
止
し
ま
し

ょ
う
。

。
つ
ゆ
ど
き
。
の

交
通
事
故
防
止

も
な
く
u

つ
ゆ
H

に
入
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
気
分
ま
で
ガ
じ
め
じ
め

し
、
霧
雨
状
で
視
界
ガ
悪
く
道
路
の
条

件
も
悲
く
な
り
ま
す
。

車
を
運
一
戦
さ
れ
る
万
は
、
車
間
距
離

を
十
分
に
取
っ
て
急
停
車
等
に
よ
る

H

す
べ
り
H

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

又
、
ス
ピ
ー
ド
を
一
洛
と
可
こ
と
は
、
な

に
よ
り
も
事
故
の
防
止
と
な
り
ま
す
。

自
転
車
に
渠
ら
れ
る
人
は
雨
の
日
に

は
、
寧
さ
し
運
転
を
絶
対
に
正
め
、
明

る
い
色
の
一
隅
異
を
島
に
つ
け
る
よ
う
C

し
ま
し
ょ
う
。
又
、
薄
暗
く
な
っ
定
ら

必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
レ
ょ
う
。
無
灯

火
は
事
故
の
も
と
で
す
。

歩
行
者
は
、
輩
を
さ
し
て
歩
く
場
合

は
、
前
万
に
も
疋
え
ず
注
意
し
ま
し
ょ

-つ。

子
供
を
「
水
死
事

故
」
か
ら
守
り
ま

し
ょ
‘
っ
。

初
夏
と
と
も
に
農
家
で
は
多
忙
F
B

期
が
や
っ
て
き
ま
す
。

農
業
用
水
に
も
水
量
が
増
し
、
ま
だ

海
岸
の
万
も
子
供
ガ
遊
ぶ
機
会
ガ
多
く

な
り
、
老
人
や
子
供
の
水
死
事
政
ガ
予

想
さ
れ
ま
す
。

鈎
児
ガ
ひ
と
り
遊
び
中
に
転
落
し
疋

り
、
子
供
同
士
で
遊
ん
で
い
て
用
水
等

に
落
ち
疋
ガ
、
子
供
の
刀
で
は
聞
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
等
ガ
多
い
よ
う

で
す
。
大
切
な
子
供
を
水
死
事
政
か
ら

守
る
定
め
次
の
よ
う
な
注
意
を
し
ま
し

ょ
う
。
川
幼
児
を
遊
ば
せ
る
際
は
絶
え
ず
J

自
の

と
ど
く
場
所
で
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う。

ω子
供
同
士
の
魚
釣
り
や
水
遊
び
は
避

け
、
お
と
な
が
到
す
同
行
し
ま
し
ょ
う
。

川
危
険
な
と
お
ろ
で
遊
ん
で
い
る
鈎
児

は
、
見
知
ら
ぬ
子
供
で
も
υ
愛
の
言
葉
H

を
か
け
ま
し
ょ
う。

同
動
き
ま
わ
る
的
児
の
子
守
り
は
、
老

人
や
子
供
に
ま
か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

同
危
険
か
所
に
は
棚
や
固
い
を
し
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

6
月
末
臼
ま
で
水
死
事
故
防
正
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

凶
器
使
用
犯
罪
未

然
防
止
運
動

5
月
|
日
1
6
月
初
日

犯
罪
に
は
刃
物
な
と
凶
器
ガ
使
用
さ

れ
る
こ
と
万
多
く
、

そ
の
結
果
悲
惨
な

事
件
ガ
発
生
し
新
聞
等
に
だ
び
だ
び
報

導
さ
れ
ま
す
。
こ
の
疋
め
春
の
防
犯
運

動
の
一
回
収
と
し
て
、
凶
器
使
用
犯
罪
未

然
防
ヰ
活
動
ガ
6
月
末
日
ま
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

凶
器
の
発
見
押
収
苓
の
活
動
に
市
民

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

刃
物
な
と
危
険
芯
も
の
を
寸
持
だ
な

い
」
、

J
内
定
せ
な
い
L

、
「
売
ら
な

い
し
、
な
ど
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
凶
器

排
除
の
気
運
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

毎
月
日
日
は

防
犯
の
日
で
す

犯
罪
の
な
い
、

り
に
"こ
協
力
く
"た
さ
い
。

明
る
い
ま
ち
づ
く
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祭礼特集魚津神社祭礼に伴う交通規制

広報うおづ

第3種郵便物認司

50. 6. 1 

本
町
二
丁
目
(
旧
荒
町

新
角
川
二
丁
目

(
旧
紺
屋
町

車
両
進
入
禁
止

行通方

{呆
{建

凡例 所

-車両通行禁止
一「ー一方通行

おぶミミ大型進入禁止

一ーー 駐車禁止

規制日時
(0)6月4日正午から。6月7日午后 2時まてでで、*、小坂機業
(た以山た川し 3抑鉄制1止刈地I;j泣j道E
6月l日以降継続して実施さjれLます

西部中学

唖をー至滑川 国道8号線 至黒部ーう

- 10 -

規
制
を
守
っ
て

楽
し
い
祭
り
と

い
た
し
ま
し
ょ
う

過
労
は
事
故
の
も
と
¥
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
/
-

消防署



今
年
も
若
い
工
学
博
士
誕
生

若
い
人
達
の
励
み
に

兼
広
春
之
博
士

裁
判
所
だ
よ
り

『
支
払
命
令
に
つ
い
て
』

広報うおづ

第31鐙郵便吻認可

50. 6. 1 

裁
判
所
に
お
け
る
民
事
の
争
い
を
解

決
す
る
制
度
と
し
て
「
訴
訟
」
や
「
調

停
」
の
ほ
か
に
、
金
銭
(
貸
金
、
売
掛

代
金
な
ど
)
の
支
払
を
求
め
た
り、

一

定
の
種
類

・
品
質
の
も
の
(
米
や
石
油

な
ど
)
の
交
付
を
求
め
る
請
求
に
つ
い

て
は
、
支
払
命
令
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
手
続
に
よ
る
と
、

債
権
者

が
簡
単
な
方
法
で
、
少
な
い
費
用
で
、

時
間
を
か
け
ず
に
裁
判
所
か
ら
命
令
を

も
ら
っ
て
、
こ
の
命
令
に
基
づ
い
て
強

制
執
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
便

利
な
制
度
で
す
。

支
払
命
令
の
申
し
立
て
は
、
債
務
者

の
住
所
地
の
簡
易
裁
判
所
で
取
扱

っ
て

お
り
ま
す
が
、
申
立
手
数
料
は
、
普
通

の
裁
判
の
場
合
の
半
額
、
た
と
え
ば
、

五
O
万
円
の
支
払
を
求
め
る
に
は
、

二
、

二

O
O
円
の
印
紙
を
納
め
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

裁
判
所
で
は
支
払
命
令
の
申
し
立
て

が
あ
る
と
、
そ
の
申
立
書
だ
け
で
請
求

が
理
由
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

支
払
命
令
を
出
し
ま
す
。

之
れ
は
相
手

方
の
言

い
分
を
聞
か
ず
に
出
す
も
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
相
手
方
か
ら
異
議
の

申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
異
議

の
申
し
立
て
が
あ
れ
ば
、
普
通
の
裁
判

手
続
に
よ

っ
て
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
異
議
の
申
し
立
て
が
な
け
れ

ば
、
支
払
命
令
は
判
決
と
同
一
の
効
力

を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
強
制
執
行
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
簡
易

裁
判
所
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

『
交
通
事
故
と
調
停
』

自
動
車
に
よ

っ
て
人
を
傷
つ
け
た
り

死
亡
さ
せ
た
場
合
、
運
転
者
、
所
有
者

等
は
、
被
害
者
が
自
殺
同
然
に
飛
び
込

ん
で
き
た
よ
う
な
場
合
を
除
き
、
被
害

者
が
被

っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に
は
、
何
と

か
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
、
あ
る

い
は
、
不
当
に
軽
く
済
ま
せ
よ
う
と
し

て
、
な
か
な
か
損
害
賠
償
に
応
じ
な
い

者
も
い
ま
す
し
、
過
失
の
割
合
に
争
い

が
あ
る
た
め
話
合
い
が
つ
か
な
い
場
合

も
あ
り
ま
し
ょ
う

こ
の
よ
う
な
場
合
の
た
め
に
裁
判
所

が
あ
り
、
裁
判
と
い
う
手
続
だ
け
で
な

く
、
話
合
い
で
早
く
解
決
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る

「
調
停
」
と
い
う
手
続
に

よ
っ
て
も
、
被
害
者
の
救
済
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

調
停
は
簡
易
裁
判
所
で
取
り
扱

っ
て

お
り
ま
す
が
、
調
停
の
申
立
て
は
口
頭

で
も
で
き
ま
す
し
、
簡
単
に
書
け
る
申

立
書
用
紙
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

申
立
て
に
は
印
紙
を
は

っ
て
手
数
料

(請
求
金
額
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

裁
判
の
場
合
の
約
六
割
)
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
幾
ら
賠
償
を
求

め
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

取
り
あ
え
ず
、

二
、
0
0
0
円
の
印
紙
を

は
れ
ば
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
停
が
申
し
立
て
ら
れ
ま
す
と
、
裁
判

官
と
調
停
委
員
か
ら
成
る
調
停
委
員
会

が
積
極
的
に
必
要
な
証
拠
を
集
め
、
被

害
者
側
か
ら
も
損
害
を
証
明
す
る
資
料

を
提
出
さ
せ
、

事
故
を
発
生
さ
せ
た
責

任
の
軽
重
等
を
も
考
慮
し
て
損
害
賠
償

す
べ
き
金
額
を
算
出
し
、
こ
れ
を
一
応

の
基
礎
と
し
て
被
害
者

・
加
害
者
を
説

得
し
合
意
に
導
き
ま
す
。
合
意
が
成
立

す
れ
ば
調
停
成
立
と
し
て
調
停
調
書
が

作
成
さ
れ
ま
す
。

調
停
調
書
は
判
決
と
同
じ
効
力
を
持

つ
も
の
と
さ
れ
、
強
制
執
行
も
で
き
る

の
で
す
が
、
双
方
納
得
の
上
で
調
停
が

成
立
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
強
制
執
行

す
る
ま
で
も
な
く
、
損
害
が
賠
償
さ
れ

て
い
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。

な
お
、
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、
損
害

を
賠
償
す
べ
き
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る

が
、
金
額
は
幾
ら
が
相
当
で
あ
る
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
加
害
者
側
か
ら
も
調

停
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

富
山
地
方
裁
判
所
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6
月
1
日
か
ら

第
4
次
住
居
表
示
を
実
施

釈
迦
堂
丁
目
な
ど
六
町
に

広報うおづ

第 3猫部i愛物総司

50. 6. 1 

@
国
鉄
魚
津
駅
前
地
区
に
実
施

市
で
は
住
所
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、
住
居
表
示
制
度
を
市
民
生
活
の

中
に
と
り
い
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
経
団
地
区
、
火
災
復
興
地
区

や
そ
の
他
の
市
街
地
に
続
い
て
、
魚
津

駅
前
都
市
計
画
事
業
地
区
に

6
月
1
日

か
ら
住
居
表
示
を
実
施
し
ま
す
。

@
新
し
く
六
町
名
誕
生

今
回
の
住
居
表
示
の
実
施
区
域
に
は

字
が
十
カ
所
あ
り
、
新
し
く
出
来
る
町

は
六
町
あ
り
、
下
村
木
町
の

一
部
は
、

新
金
屋
二
丁
目
に
編
入
き
れ
ま
し
た
。

町
の
区
域
お
よ
び
名
称
の
変
更
さ
れ
た

区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
町
名
と
そ
の
町
に
含
ま
れ
た

旧
大
字
名

マ
北
鬼
江
一
丁
目

l
北
鬼
江
、
釈
迦
堂
、

青
島
の
各
一
部

マ
吉
島
一
丁
目

1
釈
迦
堂
、
北
鬼
江
、

青
島
、
上
村
木
、
吉
島
の
各
一
部

マ
釈
迦
堂
一
丁
目

l
青
島
、
釈
迦
堂
、

本
新
、
上
村
木
、
村
木
、
北
鬼
江
の

各

一
部

マ
上
村
木
一
丁
目
H
H
上
村
木
、
村
木
、

大
字
下
村
木
、
釈
迦
堂
、
吉
島
の
各

一
部

マ
駅

前

新

町

1
上
村
木
、
村
木
、

新
金
屋

一
丁
目
の
各

一
部

マ
新
金
屋
二
丁
目

l
大
字
上
村
木
、
大

字
下
村
木
町
、
上
村
木
、
村
木
の
各

一
部
@
新
し
い
住
所
の
呼
び
か
た

6
月
1
日
か
ら
町
の
公
称
、
町
名
や

境
界
が
変
り
、
住
所
は
新
し
い
呼
び
方

に
な
り
ま
す
。

〔
例

〕

|
摘
|
阿
|
凶

-
m啄
市
RJ

一

一
一
一
一
一

魚
津
市
釈
迦
堂

一
丁
目
二
番
三
号

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
単
に
郵
便
だ
け
で
な
く
、
履

歴
書
、
官
公
庁
へ
の
届
出
、
申
請
書
、

契
約
書
な
ど
、
す
べ
て
住
所
を
表
わ
す

と
き
、
こ
の
呼
び
方
を
用
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

@
街
区
住
居
表
示
板
の
取
付
け

新
し
い
町
を
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
区
切
り
、

一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
「
街

区
」
と
呼
び
ま
す
。
街
区
は
町
の
南
西

の
角
か
ら
順
番
に
番
号
が
付
け
ら
れ
、

こ
れ
を
「
街
区
符
号
」
と
呼
び
ま
す
。

市
で
は
こ
の
四
ツ
角
に
嗣
岡
阿
川

m

同
凶

の
よ
う
に
街
区
表
示
板
を
は
っ

て
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

家
庭
に
は
街
区
の
南
西
の
角
か
ら
右

ま
わ
り
に
、
住
居
番
号
を
つ
け
、
こ
の

番
号
を
か
い
た
住
居
表
示
板
、
た
と
え

ば

回

目

を
家
の
玄
関
や
川
村
な
ど
、

見
や
す

い
場
所
に
取
り
付
け

て
い

た
だ

き
ま
す
。

。
戸
籍
の
本
籍
地
は

戸
籍
の
本
籍
地
の
表
示
は
、

6
月
1

日
か
ら
新
町
名
が
用
い
ら
れ
、
地
番
は

変
り
ま
す
。
こ
れ
は
都
市
計
画
事
業
の

換
地
処
分
に
よ
り
、
す
べ
て
新
し
い
地

番
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
地
番
に
つ
い

て
は

4
月
初
旬
に
お
送
り
し
た
換
地
処

分
通
知
書
(
各
筆
各
権
利
別
清
算
金
明

細
書
)

に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
市
で
は
職
権
に
よ
り
自
動

的
に
新
し
い
町
名
地
番
に
よ
り
本
籍
の

地
番
が
つ

く
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
地
番
の
分
筆
な
ど
の
た
め
職

権
で
新
ら
し
い
本
籍
地
番
に
つ
く
り
変

え
る
こ
と
の
出
来
な
い
場
合
は
、
本
人

の
申
出
に
よ
り
、
新
し
い
地
番
に
本
籍

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

@
不
動
産

(土
地
)
の
表
示

法
務
局
の
土
地
登
記
簿
は
、
換
地
処

分
に
よ
り
新
し
い
町
名
地
番
に
よ
り
、

表
示
さ
れ
ま
す
が
、
所
有
者
の
住
所
は

変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
に
応
じ

て
各
自
で
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

住
居
表
示
に
と
も

な
う
必
要
な
手
続

住
居
表
示
の
実
施
に
伴
い
、
次
の
手

続
が
必
要
で
す
。

①
勤
務
先
へ
の
住
所
変
更
届

②
外
人
登
録
の
住
所
変
更
届
は
な
る

べ
く
早
く
。

③

免

許

・
登
録
類
の
住
所
変
更
は
早

く
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

。

④
食
品
衛
生
法
に
よ
る
各
種
の
営
業

や
、
環
境
衛
生
関
係
の
営
業
な
ど
も

更
新
の
時
に
住
所
変
更
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
届
出
に

「
住
居
表
示
変
更
証
明
書
」

を
必
要
と

す
る
と
き
は
、
市
民
課
で
無
料
で
差

し
あ
げ
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

@
法
人
登
記
な
ど
の
注
意

①
法
人
登
記
、
商
業
関
係
の
所
在
地

お
よ
び
代
表
役
員
な
ど
の
住
所
変
更

は
法
務
局
へ
登
記
申
請
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
本
庖

又
は
主
な
る
事
務
所
は
二
週
間
以
内

支
庖
又
は
従
た
る
事
務
所
は
三
週
間

以
内
で
す
か
ら
期
限
に
お
く
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
在
に
つ
い

て
は
、
換
地
処
分
に
よ
り
新
し
い
町

名
地
番
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

③
所
有
者
の
住
所
変
更
は
本
人
の
申

請
に
よ
り
行
い
ま
す
が
、
こ
の
手
続

に
期
間
を
定
め
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

都
合
の
よ
い
時
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

。

申
請
の
た
め
の
「
住
居
表
示
変
更
証
明
書
」

は
市
民
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

。
知
人
な
ど
へ
の
住
所
変
更
通
知

新
し
い
住
所
を
通
知
す
る
た
め
郵
便

局
が
ら
、
知
人
や
親
せ
き
、
取
引
先
へ

出
す
無
料
は
が
き
が
送
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
御
利
用
く
だ
さ
い

。

又
、
私
製
は
が
き
を
印
刷
し
て
住
所

変
更
を
知
ら
せ
る
と
き
は
、

事
前
に
受

持
集
配
局
の
承
認
を
得
て
四
百
枚
ま
で

郵
便
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
は

が
き
に
は
無
料
は
が
き
と
同
じ
よ
う
に

「
住
居
番
号
変
更
通
知
」
の
文
字
を
は

が
き
の
表
面
に
印
刷
し
、
肩
書
き
や
宣

伝
文
は
記
載
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

住
居
表
示
に
つ
い
て
の

お
た
づ
ね
は

市
役
所
総
務
課
行
政
係

電
話
内
線
2
5
6
番
へ

-
R

合
*
会
合
合
脅
合
占肉
食
岳R
A
H

-
R

占H
合
会
4
胃

占
H台AH

 -R 合
、1
l

j

v

h
、1
1
j
/

…診
イ
月
-
密
島
，
J

…仮
処
6
4
4

合AH
 

合A
M
 

け

V

一
般
住
民
検
診

合

u

m
年
度
の

一
般
住
民
検
診
が
開
始

れ
き
れ
ま
す
。
こ
の
検
診
は
結
核
予
防

れ
法
に
基
づ
く
も
の
で
全
市
民
が
対
象

れ
に
な
り
ま
す
。
日
時
、
場
所
、
該
当

合
地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
の
広
報
で
お

け
知
ら
せ
し
ま
す
。
最
寄
の
場
所
で
受

*
、

A
H

一
診
し
て
く
だ
さ
い
た
だ
し
左
記
の

け
人
は
施
設
、
組
合
、
事
務
所
等
で
受

付
診
さ
れ
ま
す
の
で
該
当
し
ま
せ
ん
。

合
①
乳
幼
児
②
在
学
中
の
者
③
ク
リ
l

合
ニ
ン
グ
業
者
④
理
美
容
師
⑤
勤
務
先

日
で
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
い

る
人

日
⑥
結
核
で
現
在
治
療
中
の
人
⑦
昨
年

日
受
診
時
に
発
病
の
お
そ
れ
あ
り
と
注

- 13-
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|相談案内 l

市

こまつ疋ときには、ご利用くだ

民相談

日曜日を除き白日
午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

さい。

相談料はいりません。

包月第T・第3木曜日

午後オ時-48寺
市役所市民相談室

交通事故相談(巡回)

6月4日(水〉・18日(水〉
午前10時~午後3時
県魚津総合庁舎内
魚津地方県民相談室

政相談行

簡
易
保
険
第

M
回
全
園
児
童
生
徒

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

郵
便
局
で
は
、
全
国
の
小
中
学
生
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
例
年
の
と
お
り

「
簡
易
保
険
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

主
催

郵
政
省

募
集
規
定

日
年

5
月
1
日
か
ら

6
月

初
日
ま
で

応
募
規
定

ω応
募
資
格

小
学
校

5

・
6
年
生

中
学
校
1
1
3
年
生

次
の
い
ず
れ
を
選
ん
で
も

よ
い

。

ア
「
簡
易
保
険
」
ま
た
は
、
こ
れ
に

関
連
す
る
も
の

イ

自

由

題

ω文
の
長
さ

四

O
O
字
づ
め
原
稿
用

紙
五
枚
以
内

削

し

め

切

り

印

年

6
月
初
日

ωそ
の

他

入

賞
作
品
に
は
、
郵
政
大

臣
賞
、
文
部
大
臣
賞
そ
の

(2) 
課

題

他
数
多
く
の
賞
が
贈
ら
れ

応
募
者
全
員
に
、
参
加
賞

が
贈
ら
れ
ま
す
。

魚
津
郵
便
局
ま
た
は
、
も
よ

り
の
郵
便
局
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い

。

応
募
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

(
干
九
三
七
)魚
津
郵
便
局
保
険
課
へ

電
話
辺
局
0
4
5
0
番

'

受
付
先『

ゴ
ミ
と
の
戦
い
』

海
岸
や
河
川
を

き
れ
い
に

6
月
5
日
を
初
日
に

1
週
間

「
世
界

環
境
デ

l
」
で
す
。
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
は
自
分
の
身
近
か
ら
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

@
海
岸
や
河
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が

特設人権相談

で

中

旬

ま

支

時

津

日
4
で
魚

包
後
ま
局

き
午
午
務

除

一
正
法

を
時
は
万

臼
9
白
地

曜
前
曜
山

日
午
土
富

税 の相談

自月5日 ・15日 ・25日
午前9時~午後4時
魚津税務署

相談日ガ日曜日に当つ疋場合は翌日

い
ま
だ
に
お
ら
れ
ま
す
。
広
報
で
も
お

願
い
し
て
い
る
と
お
り
、
み
ん
な
で
気

を
つ
け
て
き
れ
い
な
海
岸
や
河
川
に
し

ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
を
見
つ

け
た
ら
、
す
ぐ
市
役
所
生
活
環
境
課
又

は
魚
津
笹
察
署
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

@
ゴ
ミ

(不
燃
物
と
可
燃
物
)
は
定
め

h
F
不
燃
物
が
運
び
込
ま
れ
る
下
棒
埋
立
地

た
日
以
外
に
も
出
す
家
庭
が
あ
り
ま
す

の
で
集
積
場
所
附
近
の
人
が
迷
惑
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
定
期
日
の
朝

8
時
ま
で

出
し
ま
し
ょ
う
。

@
集
積
場
所
は
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

月曜日を除く包日

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

職相談

毎週、月 ・水 ・金

午前9時30分~午後38寺
市役所市民相談室

心配ごと相談

内

不
燃
物
埋
立
地
へ
ゴ
ミ
の
持
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。
不
燃
物
埋
立
地
は
不
燃
物

』
F

今
日
も
焼
却
炉
と
取
り
組
む
職
員

に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
可
燃
物
は

必
ず
焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
燃
物
と
可
燃
物
の
ま
じ
っ
た
物
は
受
け

取
り
ま
せ
ん
か
ら

ご
注
意
願
い
ま
す
。

@
金
物
類
の
収
集
日
に
早
朝
か
ら
に
せ

の
収
集
車
が
収
集
し
て
行
き
ま
す
。
市

の
収
集
は
朝
8
時
か
ら
収
集
し
ま
す
の

で
、
に
せ
の
収
集
車
に
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

。

*
意
を
受
け
た
人

台合

以
上
の
人
以
外
の
方
に
は
そ
れ
ぞ

れ
れ
各
家
庭
に
通
知
書
が
ま
い
り
ま
す
。

M
V

6
月
の
住
民
検
診
日
程

日
前
』
川
川
司
引
川
寸
川
川
川
叶
J

J
j

一
川
刊

一
川
…川
h
H

一
以
則
附

一

大
沢

一

…

沢

⑧

一

h
 

J
I

一
川
刊

一
川
附
1

一

'

一
段
引
野

布
地
瓜

⑧

一

r
-
6
月

一
昨
噸

一
酉
布
地

一
日
尾
・

御
影

-
D
-

t
一
日
日

一
川
刷
料

一
連
絡
所

小

川
寺

e一

世

-
6
月

一
午
櫨

-

-

〉

-

ι
M
一
山
川一

一
州
側
I

一

・

一

，

@

一

J
I

一
日
一
川

一
昨一
?

?
一
体
肝
時

一

木
下
街

-
東
一尼
崎

一

AH
E
I
f

-
-
u
時

-
3
I
自

-

-

け
市
出
同
じ
同
は
巴
は
い
い日
ゆ
一

合
一

一m
川

一
昨
糊
宇

一
一
川
崎
地

一
三
ヶ

・
町
=一
ヶ

一

1
H
'市
川
怖
七
い
い
I
L
i
l
l
i
-
--

*一

則
州

一
川一
附
l

一
白
合
小
学
校
一
鉢

・
大
熊

・
虎

谷

@

一

合
計
別
目
別
」引
割
引
寸
制
引
制
叶
-

2
凶
日

一
川
山
引

一
セ
ン
7
l

一
成
熊

6
-

u
f

闘
引

J
1引
卒

、嶋
田6
q
亡
す
前

-

一

i
jj

-

ん

U
ZN
」川
川
医
は
ほ

円
」
同
門
|
|
|
」

合

一

m
m
一
川
棚
l

一
呼
野
分
校

一
制
的
一
一
九
州

@

一

±
ーーーホ
必
1
4
I
l
l
-
-
4
h
ド
h
ド
E
l
l
l』

合

一
か一山

一
附
附
利

一
M
M枠
制
一
村
所

一県

東
一域

一

脅『
汁
川
↓
叶
削
l
l
寸
O
E
I
l
-
-寸
!
li
l
i
-
-
ー」

合
一
釦
引

一川
一明
利

一
吉
岡
終
雌
宅

一
州
市
恥
峻

一

貴

-
6
司

-
午
雄

l
-

一
k
単

F
T
l
E
'
)
-

合

一
?

と
鳩
山
附
引

一
雄
的
団
地

一
勧
劇
昨一

m
E
le
-

-R一一川
市

一供
時
げ

一
仙

北
7
3
E
一
山
女
・
平
沢

-m谷

一

合
同
巴
出
止
ほ
ほ
同
↑い
じ
い
い
ド
」

オ

一
尚

一

終

判

一
米
川
品
毛

一
袋
・六
郎
丸
3
区

@

一

.
-
6
川
一

午
前

一

一

-

*
一

ω
配

一
什
判
1

一
巡
回
叫
公
民
館
一

巡
板

-
貝
川
析

-

A
H

汁
叶
↓
叶
叫
什
寸
1
1
1
1」
斗
守
パ
ー
リ
川
|」

t
-
4
川

一
同
時
川

一
小
板
潔
宅

一
刈
凶
汁
印

.こ
H
・

一

世
-
4

E
一
川
崎
宇

一
，

it
--

一
本
江
厄
町

一

け

一
日

一
広

川

一
山
西
太

一
宅

r
i--町
一

J

，.
I

l
l

-
?
伽
同
町
ゆ
寸

-

-

-

E
-
7
川
a

-

午
捷

『

一

-

存

tμ
じ
い
日
日
ド
l
l
l
L

会け

V
成
人
病
検
診

け

一
般
住
民
検
診
と
同
時
に
成
人
お

け
歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
成
人

合
病
検
診
を
行
い
ま
す
。
血
圧
測
定
、
検
尿
、

会合
医
師
に
よ
る
聴
打
診
等
を
行
い
ま
す

い
の
で
該
当
年
齢
の
方
は
疾
病
予
防
の
つ

い
え
か
ら
も
、
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な

れ
お
今
年
検
診
を
行
う
地
区
は
次
の
と
お
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中
国
の
魅
力
は
な
ん
と
云
っ
て
も
あ

の
広
大
な
大
地
と
、
豊
富
な
天
然
資
源

で
は
な
か
ろ
う
か
。

上
海
市
街
を
ひ
と
た
び
出
る
と
、
山

一
つ
な
い
果
て
し
な
い
耕
地
を
新
緑
の

道
路
の
柳
並
木
が
、
遠
く
は
る
か
な
大

地
の
果
て
に

一
す
じ
に
伸
び
て
い
た
。

私
達
が
訪
れ
た
青
浦
県
徐
経
人
民
公

社
(
日
本
の
農
村
の
よ
う
な
も
の
)
は

上
海
市
街
か
ら
パ
ス
で
四
十
分
程
の
と

こ
ろ
に
あ
り
、
人
口

二
二

、
四
五
六
人

世
帯
数
五
、

O
九

O
、
上
海
近
郊
の
人

民
公
社
で
は
中
規
模
の
も
の
だ
そ
う
だ
。

耕
地
二
、
九
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一

四
の
生
産
大
隊
と
、

一
四
五
の
生
産
隊
、

一
つ
の
水
産
隊
か
ら
な
り
米
、
麦
を
は

じ
め
果
樹
、
綿
、
牧
畜
、
養
殖
漁
業
を

営
ん
で
い
る
。

米
の
生
産
量
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
一

万
三
千
キ
ロ
、
モ
ミ
が
ら
込
み
の
目
方

だ
か
ら
三

O
%程
割
引
け
ば
県
の
平
均

反
収
を
や
、
下
回
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
収
益
は
稼
働
日
数
に
よ
り
均
等

に
分
配
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
。

住
宅
は
ほ
と
ん
ど
レ
ン
ガ
造
り
だ
が
、

中
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
民
家
も

あ
っ
た
。

私
達
十
四
組
が
、
さ
ら
に
三
班
(
七

ー‘

りZ
a
m
-
-m
A

人
)
に
分
か
れ
て
訪
問
し
た
葉
蘭
芳
さ

ん
一
家
は
、
老
夫
婦
に
子
供
二
人
の
六

人
家
族
で
、
七

O
歳
位
の

お
婆
さ
ん
と

子
供
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

部
屋
が
五
つ
あ
る
そ
う
だ
が
、
通
し

て
く
れ
た
と
こ
ろ
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

土
間
に
ベ
ッ
ド
が
二
つ

、
そ
れ
に
机
と

椅
子
、
洋
服
タ
ン
ス
が
置
い
て
あ
り
み

る
か
ら
に
質
素
な
感
じ
が
し
た
。

お
婆
さ
ん
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

解
放
前
は
地
主
の
搾
取
に
あ

っ
て
、
い

つ
も
空
腹
を
抱
え
、
食
べ
る
も
の
と
云

っ
た
ら
、
フ
ス
マ
か
、
米
糠
を
煮
て
食

べ
、
外
が
大
雨
な
ら
、
家
の
中
が
小
雨

が
降

っ
て
お
り
貧
困
の
ど
ん
底
に
あ
え

い
で
い
た
が
、
解
放
後
は
米
の
食
事
が

で
き
、
こ
ん
な
結
構
な
家
に
住
め
る
よ

う
に
な

っ
た
。

こ
れ
も
毛
主
席
の
お
蔭

1

で
す
。
と
云
っ
て
い
た
。

一

ダ

イ

ヤ

ル

は

ヌ
津
か
ら
北
京
ま
で
は
汽
車
で
二
時
一

メ

モ

を

見

な

が

ら

正

確

に

間
余
り
か
、
る
。
空
気
が
全
く
乾
き
き
一

っ
て
お
り
、
お
そ
ろ
し
く
挨
っ
ぽ
い
。

一

電

話

の

う

ろ

覚

え

や

、

ご
ろ
合
わ

汽
車
の
窓
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
せ
に
た
よ
っ
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
途
中

そ
れ
で
も
壊
が
し
の
び
込
み
シ
ャ
ツ
が
一
で
番
号
ち
が
い
に
気
付
い
て
引

っ
込
む

み
る
ま
に
汚
れ
る
。
車
窓
か
ら
見
る
農
一
「
か
け
損
じ
」
が
魚
津
だ
け
で
一
ヵ
月

地
は
、
麦
が
青
々
と
伸
び
、
，
道
路
に
は
一
に
二
十
九
万
回
、
時
間
に
し
て
一
、
五

必
ず
と
云

っ
て
い
も
ほ
ど
楊
樹
の
並
木
一

0
0
時
間
の
ロ
ス
が
生
じ
て
い
ま
す
。

が
つ
J

く

。

一

い

っ

た

ん

記

憶

し

た

あ

と

で

、

ダ

イ

風
塵
が
舞
う
と
、
き
な
が
ら
並
木
は
霧
一
ヤ
ル
を
し
な
が
ら
順
序
た
だ
し
く
番
号

の
中
に
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。

こ
ん
な
一
を
思
い
お
こ
せ
る
の
は
五
け
た
の
数
字

広
大
な
農
地
も
い
ず
れ
は
機
械
化
さ
れ

一
ま
で
で
、
そ
れ
以
上
は
記
憶
力
の
限
界

る
だ
ろ
う
し
、
機
械
化
さ
れ
た
中
国
の
一
を
こ
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
は
、
中
国
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
一
「
メ
モ
し
た
番
号
を
見
な
が
ら
、
正

だ
ろ
う
か
。

一
確
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
」
こ
れ
が
、
能
率

人
口
八
億
余
、
五

O
を
越
え
る
多
民
一
的
な
電
話
の
か
け
方
の
決
め
手
で
す
。

族

国

家

中

国

は

、

豊

か

な

資

源

、

広

大

一

魚

津

電

報

電

話

局

な
耕
地
に
支
え
ら
れ
、
恐
ろ
し
い
速
さ
「

で
社
会
主
義
国
家
の
建
設
が
す
、
ん
で

し
た
。

古
川
た
け
じ

』
F

万
里
の
長
城
と
筆
者
(
向
っ
て
左
端
)

可.. " 

、ー

寄

付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
へ
つ
ぎ
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
総
合
体
育
館
備
品
購
入
費
五
十
万
円

1
東
城
吉
田
甚
蔵
マ
社
会
教
育
振
興
資

金
十
万
円

l
上
村
木
松
倉
善
造
マ
魚
津

市
総
合
体
育
館
へ
フ
ラ

ッ
グ
ポ

l
ル

一

式
、
市
民
会
館
へ
行
事
予
定
掲
示
板
一

面
、
市
役
所
前
公
園
へ
あ
や
め
植
栽
三

百
株

1
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長

斉
藤
清
兵
衛
マ
つ
く
し
学
図
の
整
備
資

金
十
万
円

1
大
梅
寺
野
魚
津
清
帰
社
マ

つ
く
し
学
園
の
整
備
資
金
十
万
円

l
大

光
寺
嶋
河
弘
己

善
意
の
ま
ど

ご

寄

付

(
敬
称
略
)

マ
五
万
円
H
H
上
口
一
丁
目
肥
塚
補
次
郎

マ
二
万
円

1
上
村
木
米
国
吉
一
郎
(
以

上
香
典
返
し
の
一
部
)
マ
一
平
内

1
双

葉
町
法
原
美
千
代
マ
一
千
二
百
円

l
友

栄
町
曾
場
匠

(
以
上
拾
得
金
)
マ
一
千

円

1
住
吉
谷
川
仁
マ
二
千
円

1
上
村
木

南
良
作
マ
四
千
円

1
新
角
川
二
丁
目
友

田
道
治
マ
五
千
四
百
十
円

l
匿
名
マ
百

円

l
仏
田
川
上
和
恵
マ

百
円

l
仏
団
長

田
悦
子
マ
百
円

l
仏
田
谷
口
ふ
み
子
マ

一

万
四
百
七
十
円
1
北
陸
電
力
魚
津
営
業
所

(
身
体
障
害
者

へ
)
マ
七
万
円

1
魚
津

市
議
会
議
員
神
風
会
河
崎
浩
ー
浜
多
弘

之
、
石
崎
七
郎
、
本
田
正

一
、
後
藤
吉

松、

{呂
田
只
夫
、

寺
田
与
次
郎

(
ね
た

き

り

老

人

へ

)

魚

津

善

意

銀

行

会

り
で
す
。
西
布
施
、
松
倉
、
魚
津

3

け
区
、
経
団
、
加
税
、
道
下
、
上
野
方
、

け

上

中
島

け

成

人

病

検

診

の

場

所

、
日
時
は
住

け
民
検
診
と
同
じ
で
す
。
⑧
の
マ

ー
ク

*

が
つ
い
て
い
ま
す
か
ら
毎
月
の
広
報

れ
を
注
意
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

A
H
 

け

V
日
本
脳
炎
予
防
接
種
目
程

げ

対

象

者

1
3歳
以
上
の
方

げ

料

金

1
6
歳
以
上
二
ハ

O
円

け

6
歳
未
満
一
一

O
円

合

受

付

1
各
日
共
午
後

1
時
1

2
時

台合占H
占
賀会占育会占買会合占M*

 

A
H
 -m 

合*
 

A
H
 *
 

会合AH
 *
 

A
H
 *
 

A
H
 

合合占買会合合合会合AH
 

4
胃合脅合*

 

合

経 大 明
けあ f主 背

布保西施育園

安l' 第 魚 経
接

国 谷 星 三回七 島 方 2 i掌 回
幼 幼 幼

保育び園
イ呆 イ呆 {呆 保 イ呆 {呆

種

場
稚 稚 稚 育 育 育 育 育 育 所
国 園 園 園 園 園 園 閤 園

6 6 6 6 6 
月6 第

月 月 月 月 月
1 

18 17 17 17 17 10 
回日目 日日 日日

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 第 l

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
2 

25 24 24 24 24 18 13 11 10 13 12 
回 l

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日
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あ
な
た
と
図
書
館

ω

「
紙
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
」

ね
ん
ど
の
本

本
と
い
え
ば
、
私
た
ち
は
す
ぐ
に
「

紙
に
印
刷
し
た
も
の
」
と
考
え
ま
す
が

紙
も
印
刷
も
ま
だ
発
明
き
れ
な
い
こ
ろ

の
人
は
、
い
ろ
い
ろ
の
記
録
を
書
き
と

め
る
た
め
に
、
岩
石
や
金
属
、
木
、
木

の
皮
、
員
が
ら
、
ね
ん
ど
な
ど
を
用
い

ま
し
た
。

パ
ピ
ロ
ニ
ア
人
や
ア
ッ
シ
リ
ア
人
は

初
め
に
、
ね
ん
ど
の
平
た
い
板
を
つ
く

り
、
ま
だ
、
ね
ん
ど
の
や
わ
ら
か
い
う

ち
に
、
三
角
に
と
が
ら
せ
た
棒
で
、
文

字
を
書
き
ま
し
た
。

書
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
お

し
つ
け
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
正
し
い
で

し
ょ
う
。
そ
う
し
て
で
き
た
の
が
、
く

さ
び
形
文
字
で
す
。

文
字
を
は
り
き
ざ
ん
だ
ね
ん
ど
の
板

は
、
か
わ
ら
の
よ
う
に
火
で
焼
き
か
た

め
る
か
、
天
日
で
ほ
し
か
た
め
ま
し
た
。

こ
の
ね
ん
ど
板
に
は
、
大
き
い
の
も

あ
れ
ば
、
小
さ
い
の
も
あ
り
、
一
ま
い

だ
け
で
独
立
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば

本
の
ペ

l
ジ
の
よ
う
に
、
十
五
枚
二
十

枚
と
、
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
も
あ
り

ま
し
た
。

長
い
あ
い
だ
読
む
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
く
さ
日
形
文
字
を
解
く
か
ぎ
を
与

え
た
の
は
、
十
八
世
紀
の
お
わ
り
に
、

エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
市
の

近
く
の
ロ
ゼ
ッ
タ
市
の
そ
ば
か
ら
発
掘

さ
れ
た
「
ロ
ゼ
ッ
タ
石
」
で
す
。

ね
ん
ど
の
本
の
発
見

一
八
四

O
年
か
ら
四
七
年
に
か
け
て

イ
ギ
リ
ス
の
へ
ン
リ
|
-
レ
イ
ヤ
ー
ド

と
い
う
人
が
、
ア

ッ
シ
リ
ア
の
古
い
都

ニ
ネ
ベ
で
世
界
で
一
番
古
い
図
書
館
で

あ
る
ア
ッ
シ
ュ

l
ル
・
パ
ニ

・
パ
ル
王

の
王
宮
文
庫
の
あ
と
か
ら
、
二
万
二
千

個
の
ね
ん
ど
の
本
を
発
見
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
に
は
、
当
時
ア

ッ
シ
リ
ア

で
知
ら
れ
て
い
た
、
全
部
の
動
物
の
名

が
種
類
ご
と
に
分
類
さ
れ
、
い
っ
ぱ
ん

の
名
ま
え
と
学
術
名
と
が
、
記
入
し
て

あ
り
ま
し
た
。

も
っ
と
も
興
味
深
い
こ
と
は
、
そ
れ

い
人

ら
の
ね
ん
ど
板
に
は
、
王
さ
ま
の
印
が

お
し
て
あ
り
、
だ
ま
っ
て
持
ち
だ
す
の

を
禁
じ
る
た
め
、
「
こ
の
本
を
無
断
で
持

ち
だ
す
者
に
は
、
神
さ
ま
の
い
か
り
が

そ
そ
ぎ
、
そ
の
者
を
た
お

L
、
そ
の
家

と
子
孫
を
ほ
ろ
ぽ
す
だ
ろ
う
己
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。

ニ
ネ
ベ
の
ア

ッ
シ
ユ
|
ル
・
パ
ニ
・

パ
ル
王
の
文
庫
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が

し
げ
き
に
な
っ
て
、
そ
の
ほ
か
の
パ
ビ

ロ
ン

や
ニ
ッ
プ

l
ル
、
ウ
ル
、
シ

ッ
パ

ラ
な
ど
と
い
う
古
い
都
か
ら
も
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
、
た
く
さ
ん
の
ね
ん
ど
の
本
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
な
か
に
は
星
う
ら
な
い
の
本
や

農
業
や
建
築
、
木
や
石
の
利
用
法
、
政

治
、
法
律
、
経
済
、
病
気
と
医
薬
、

地

理
や
歴
史
に
関
す
る
も
の
、
さ
ら
に
文

法
書
や
辞
典
な
ど
が
あ
り
、
い
っ
ぱ
ん

の
人
び
と
の
日
常
生
活
ま
で
が
、
よ
く

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
に
古
い
時
代
な
の
に
、
お
ど

ろ
く
ほ
ど
り
っ
ぱ
な
文
化
の
あ
っ
た
こ

と
が
、
は
り
だ
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
ね

ん
ど
板
か
ら
、
は
っ
き
り
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
も
、
こ
の
ね

ん
ど
板
に
似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
ね
ん
ど
板
に
お
経
の
文
句
を
き

ざ
み
、
こ
れ
を
火
で
焼
き
か
た
め
て
か

わ
ら
に
し
、
先
祖
の
ぽ
だ
い
を
と
む
ら

う
た
め
に
、
埋
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

d
a
-
-
A
1
 

こ
れ
を
「
か
わ
ら
経
」
と
い
い
ま
す
。

か
わ
ら
経
の
か
わ
り
に
「
こ
け
ら
経
」

と
い
っ
て
、
木
の
ふ
だ
に
お
経
を
し
る

ど
A

，
ば
ん
s
d
A
7

し
、
「
鋼
板
経
」
と
い
っ
て
、
銅
の
板

に
お
経
を
し
る
し
、
土
に
う
め
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

(
ほ
ん
の
歴
史
よ
り
)

あ
な
た
は
昨
年
図
書
館
を

何
回
ご
利
用
に
な
り
ま
し
た
か
?

本
を
借
り
る
た
め
に
登
録
し
た
人
は

一
般

・
大
学
生

一
、
一
六
八
人

高
校

・
中
学
生

一、

O
ニ
七
人

こ
ど
も
(
幼
児
も
)

二
、
一
五
四
人

魚
津
市
民
の

g
軒
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

本
を
家
へ
借
り
て
い
っ
た
人

二
万
九
、
九
五
一
人

(
一
日
平
均
一

O
九
人
)

利
用
さ
れ
た
本

六
万
六
、

O
七
ニ
冊

(
一
日
平
均
ニ
四

O
冊
)

予
約
申
込
み

の

本

一

、

ニ

O
五
冊

こ
の
よ
う
に
多
く
の
か
た
が
た
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
は
あ
な
た
の
書
斎
で
す
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

魚
津
市
立
図
書
館
幻
1
8
4
6
2

(
市
民
会
館
と
な
り
)

-7月
の
歩
こ
う
会

7
月
の
歩
こ
う
会
は

6
日
(
日
)
新
川

育
成
牧
場
方
面
に
行
き
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
魚
津
警
察
署
前
か
ら
パ

ス
に
乗
車
、
黒
部
警
察
署
前
下
車
|
新

川
育
成
牧
場

l
浦
山
駅
と
歩
き
、
浦
山

駅
か
ら
電
車
で
帰
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
午
前

8
時
叩
分
ま

で
魚
津
警
察
署
前
へ
、
中
食
を
お
持
ち

の
う
え
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

-
く
ら
し
の
一
日
教
室

6
月
3
日

ω特
殊
販
売
方
法
に
ご
用
心

6
月
口
日

ω食
品
の
保
存
期
間
と
品
質

7
月
1
日

ω欠
陥
お
も
ち
ゃ
を
追
求
す
る

8
月
5
日

ω食
品
添
加
物
ど
そ
の
功
罪

9
月
2
日

ωあ
な
た
も
被
害
者
ク
リ

l

ニ
ン
グ
事
故

と

こ

ろ

富

山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

l

(県
民
会
館
4
階
)

受
講
希
望
者
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話

富
山
@
2
9
4
9

受
講
料
は
無
料
で
す
。

V
幼
児
検
診
及
び
ツ
反
・

B
C
G
接
種
目
程

-16-
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木
村
喜
見
城
氏
の

句

碑

が

建

川
柳
不
毛
の
地
と
も
い
わ
れ
る
富
山

県
で
、
川
柳
一
途
に
た
ゆ
ま
な
い
情
熱

と
努
力
を
傾
け
ら
れ
た
木
村
喜
見
城
氏

h
F
木
村
喜
見
城
氏

(
侃

)l本
名
時
次
郎

・
魚
津
市
新
宿
ー

の
功
績
を
た
た
え
、
・
そ
の
足
跡
を
永
久

に
と
ど
め
よ
う
と
清
河
市
長
を
は
じ
め

有
志
、
川
柳
え
ん
ぴ
つ
社
同
人
ら
七
人

が
発
起
人
と
な
り
、
川
柳
句
碑
建
立
委

員
会
を
結
成
、
二
百
九
十
人
か
ら
約
百

つ

十
万
円
の
寄
付
金
を
募
り
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
句
碑
が
魚
津
市
立
図
書
館
前
庭
の

花
壇
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
氏
は
、
昭
和
日
年
か
ら
新
聞
人

と
な
り
、
北
日
本
新
聞
社
の
各
部
長
、

論
説
委
員
長
な
ど
を
歴
任
、
昨
年
秋
、

新
聞
界
を
去
っ
た
が
、
北
陸
柳
壇
の
第

'てζ 図
柄 害

+Ji ~: 音 響
待合必 iF
主;"1¥.ィ E建
.\~. /~....， 、丸田つ
........ I句

イ碑

然~ 魚2孝司Tφ
魚族紹介発光動物(11)

ゲヒヤ

湾内の深海からときどきとれるソコダラの仲間

で体長30γになる。角ばった頭は大きく、先がキ

リのようにつき出し、三日月形のサメのような口に

は鋭し、小さな歯が並んでいる。他の発光動物のも

のと異り、腹部旺門前に黒い線状の発光器があり、

反射組織と暗幕組織のある発光器内に発光バクテ

リアを培養して発光する。

魚津水族館 員
〉豆諸コ〉宝庫諸民o=a障会3誌o]l嵐ご〉主事コ::ao綬彊宜容同時辱

一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
、
北
日
本
新
聞
、

K
N
B
ラ
ジ
オ
の
川
柳
選
者
、
川
柳
え

ん
ぴ
つ
社
の
会
長
と
し
て
活
躍
中
。

碑
に
は
木
村
氏
の
「
何
も
か
も
捨
て

て
枯
野
の
柿
の
紅
」
の
句
が
自
筆
で
刻

ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
昨
秋
約
四
十
年
に
わ
た
る

新
聞
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
心
境

を
、
初
冬
の
野
に
残
る
柿
に
見
た
て
て

砂
人
間
最
後
ま
で
真
心
、
誠
の
心
を
残

し
た
い
も
の
だ
。
と
い
う
心
境
を
う
た

っ
た
も
の
。

朝
間
野
球
大
会

は
じ
ま
る

第
7
回
朝
間
野
球
大
会
は

5
月
ロ
日

か
ら
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
。

開
会
式
は
、

5
月
ロ
日
午
前
5
時

ω

分
か
ら
全
参
加
チ

l
ム
が
集
ま
っ
て
行

な
わ
れ
、
優
勝
旗
返
還
、
選
手
宣
誓
な

ど
の
あ
と
、
清
河
市
長
の
始
球
で
試
合

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
去
年
よ
り
二
チ
ー
ム
多

い
四
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
日
曜
日

を
除
く
毎
朝

6
時
か
ら
二
試
合
ず
つ
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ホ
タ
ル
イ
カ
の
ス
ラ

ィ
.
卜
完
成
』

学
校
・
社
会
教
育
団
体
な
ど
で

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

魚
津
の
名
物
、
ホ
タ
ル
イ
カ
の
ス
ラ

イ
ド
が
ほ
し
い
と
い
う
学
校
現
場
、
市

民
の
皆
様
の
要
望
に
こ
た
え
市
教
育
合

委
員
会
の
委
託
を
受
け
て
こ
の
ほ
ど
完
け

成
し
ま
し
た
。

*合

こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
魚
津
市
教
育
セ
ン
夕
刊

ー
で
企
画
し
、
こ
の
作
成
に
関
連
あ
る

合
A
H
 

技
術
・
学
術
に
た
け
た
市
内
小
中
学
校
合

の
先
生
方
、
魚
津
水
族
館
の
職
員
の
方
日

々
の
協
力
で
、
二
年
が
か
り
で
完
成
し
い

た
も
の
で
す
。

占

H*
 

ス
ラ
イ
ド
は
、
小
学
校
社
会
科
資
料
と
合占寓

し
て
つ
く
っ
た
社
会
科
編
と
中
学
生
ま

合

た
は
一
般
成
人
向
き
の
ホ
タ
ル
イ
カ
の
け

生
態
・
生
活
環
境
な
ど
あ
つ
か
っ
た
科
け

学
編
、
ホ
タ
ル
イ
カ
全
般
に
わ
た
り
ま
け

と
め
た
観
光
編
の
三
部
か
ら
な
っ
て
い
*合

ま
す
。

*

市
内
小
中
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
教
付

育
団
体
に
も
貸
し
出
し
ま
す
。

れ

な
お
ス
ラ
イ
ド
の
ほ
か
に
、
ス
ラ
イ
ド
れ

の
解
説
を
録
音
し
た
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

合合

も
で
き
て
い
ま
す
。

合

ス
ラ
イ
ド
と
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
が
連
動
付

す
る
装
置
が
あ
れ
ば
、
説
明
づ
き
で
自
け

動
的
に
映
写
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
け

ご
利
用
の
と
き
は
、
市
教
育
セ
ン
タ
ー
*

ま
た
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
市
川

教
育
セ
ン
タ
ー
内
)
へ
申
込
ん
で
く
だ
刊

さ

い

。

合

合

現
在
の
と
こ
ろ
市
内
に
は
ス
ラ
イ
ド
と
い

カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
が
連
動
す
る
装
置
は

合
-R 

市
教
育
セ
ン
タ
ー
の

一
台
し
か
あ
り
ま

合合

せ
ん

。

合

こ
の
装
置
と
も
借
用
し
た
い
場
合
は
早
け

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

。

げ

魚

津

市

教

育

セ

ン

タ

ー

け

申
込
み

l
市
役
所
生
活
環
境
課

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、

お
茶
、
た
ば
こ
な
ど
一
切
召
上
ら
な

い
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診
日
程

時
間

l
午
後

1
時
1

2
時

料
金

1
二
百
円

申
込
み

1
市
役
所
生
活
環
境
課

V
母
親
学
級

マ
6
月
初
日
幽
午
前

9
時
初
分

1
午

後
3
時
初
分
場
所
魚
津
保
健
所

マ
対
象
内
容

l
妊
婦
、
よ
い
子
を
生

む
た
め
の
学
習
マ
昼
食
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

-17-

V
育
児
学
殻

マ
6
月
幻
日
幽
午
後

1
時
i

3
時
却

分
場
所
魚
津
保
健
所

マ
対
象
内
容

1
産
後
1
1
2
カ
月
の

産
婦
の
方
「
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
」

「
避
妊
の
し
方
」
「
正
し
い
医
者
の
か

か
り
方
」

V
離
乳
食
調
理
実
習

マ
6
月
幻
日
幽
午
前
日
時

1
日
時
初

分
場
所
魚
津
保
健
所

マ
対
象
者
1
5
1
6
カ
月
の
赤
ち
ゃ

ん
の
保
育
者
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第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
巴
で
す
。

おしらせ~仇~おしらせ ω 仇⑩仇

.
砂
児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎

年
6
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。
現
況
届
は
、
手
当
を
受
け
て
い
る

人
の
前
年
の
所
得
や
児
童
の
扶
養
関
係

な
ど
に
つ
い
て
書

い
て
い
た
だ
く
も

の

で
す
。

こ
の
届
に
よ

っ
て
、
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

が
審
査
さ
れ
ま
す
。

今
年
の

5
月
1
日
以
後
、
新
た
に
児

童
手
当
の
認
定
請
求
を
出
さ
れ
た
人
は

除
か
れ
ま
す
。

/喧ベ杢/⑤令~

家
を
き
れ
い
に
¥
明
る
い
町
を
つ
く
ろ
う
。

届
出
用
紙
は
、
市
社
会
福
祉
課
婦
人

児
童
係
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

-
「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」

「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
受
給
者
証
」

の
更
新
の
お
知
ら
せ

現
在
お
持
ち
の
老
人
医
療
費
受
給
者

証
及
び
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
の
有
効
期
間
は

6
月
初
日
ま
で
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

7
月
1
日
か

ら
新
し
い
受
給
者
証
に
書
替
え
い
た
し

ま
す
。

更
新
期
日
、
更
新
場
所
な
ど
に
つ
い
て

は
個
人
あ
て
通
知
書
を
送
り
ま
す
か

ら
そ
の
際
、
印
か
ん
、
健
康
保
険
証
、

現
在
の
受
給
者
証
を
持

っ
て
更
新
手
続

き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

-
お
す
み
で
す
か

「
ニ
級
障
害
福
祉
年
金
」

の
請
求
を

障
害
福
祉
年
金
は
、
初
歳
前
に
病
気

や
け
が
で
障
害
者
と
な

っ
て
い
る
初
歳

以
上
の

人
や
、

国
民
年
金
加
入
対
象
者

か
ら
制
度
上
除
外
さ
れ
た
人

(
明
治
μ
例

年
4
月
1
日
以
前
に
生
れ
た
人

)
で
障

害
者
と
な
っ
た
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

い
ま
ま
で
障
害
福
祉
年
金
は
、
比
較

的
障
害
程
度
の
重

い

一
級
に
該
当
す
る

人
に
だ
け
支
給
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が

昨
年
4
月
か
ら
は
軽
い

二
級
紅
度
の
人

占
H*
 

A
H
 *
 

A
H
 *
 

合合A
H
 

4
R
 

A
H
 

4
胃合合合合占H*

 

i
・1
・「
合
一
合

…
。
住
民
総
合
検
診
の

お

お
知
ら
せ
。
一
日
一
台

|
列
車
は
、
非
常
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
一
魚
津
保
健
所
及
び
市
役
所
で
は
最
近
の

石

て
か
ら
、
止
ま
る
ま
で
、

約
五
六

O
μ
…
環
境
変
化
、人
口
構
造
老
齢
化
な
ど
に
よ
お

も
走
り
ま
す
|

一
る
疾
病
予
防
を
総
合
的
に
行
う
た
め
松
山

国
鉄
で
は
、
た
だ
い
ま
、

鉄
道
妨
害

…
倉
、
西
布
施
地
区
を
対
象
に

印
年
度
住

日

防
止
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
春
さ
…
民
総
合
検
診
の
実
施
を
行
う
こ
と
に
な
日

き
か
ら
農
繁
期
に
か
け
鉄
道
事
政
が
増

一
り
ま
し
た
。

こ
の
検
診
は
魚
津
市
医
師

一t

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
お
互
い
に

一
会
及
び
金
沢
大
学
の
医
師
の
協
力
に
よ
五

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
り
、
特
に
お
歳
以
上
の
方
の
健
康
を
重

一け

1
こ
ど
も
を
線
路
の
近
く
で
遊
は
せ
な
…
点
に
次
の
項
目
に
つ
い
て
検
診
い
た
し

一け

い
こ
と
。

一
ま
す
。
日
躍
は
一
般
住
民
検
診
と
同
月

一け

Z
大
人
も
子
供
も
線
路
を
歩
い
た
り
横
一
日
で
す
の
で
松
倉
、
西
布
施
岡
地
区
の

子

切
っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

一
方
は
凶
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。
な

お

不

ー

「
踏
切
」
で
は
、
必
ず

一
時
停
止
し
一
当
日
は
市
役
所
で
送
迎
用
に
マ
イ
ク
ロ
ね

て
左
右
の
安
全
を
雌
認
(
笹
報
遵
守
)
一
パ
ス
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
区
長
さ
ん

一れ

…
方
に
集
合
場
所
等
を
お
き
き
く
だ
さ
い
よ
い

一

検

診

項

目

玉

一
合

一
①
身
体
計
測

②

診

察

③

X
線
検
査

一合

…
④
血
圧
測
定

⑤

血
液
検
査

⑥

尿

検
一
げ

…
査

⑦

心
電

図

③

眼
底

搬

杉

⑨

保

山

…
健
指
導

⑬

栄

養

相
談

…け

!
'
!
aF
合AH
 

に
も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

制
度
を
ご
存
知
の
な
い
方
や
、う
っ
か

り
忘
れ
て
お
い
で

の
方
が
ま
だ
あ
る

の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
き
る
だ
け
早
く
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
制
は
九
万
円

(
月
額
七

千
五
百
円
)
で
す
。

請
求
手
続
き
な
ど
、
く
わ
し
い
こ
と

は
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
申

出
て
く
だ
さ
い
。

-
鉄
道
妨
害
防
止
運
動
に

ご

協

力

を

し
て
渡
る
こ
と
。

4
踏
切
で
車
が
動
け
な
く
な

っ
た
ら
、

直
ち
に
「
非
常
ボ
タ

ン」
や
発
炎
筒
を

使

っ
て
列
車
を
止
め
る
手
配
を
と
る

こ
井
、

5.
近
道
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
耕
う
ん
機

で
線
路
を
横
切
ら
な
い
こ
と
。

a線
路
に
ビ
ニ
ー
ル
、
ト
タ
ン
等
が
飛

散
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

V
成
人
病
健
康
相
談

マ
6
月
日
日
附
及
び

6
月
お
日
制
い

づ
れ
も
午
後

1
時
ぬ
分
1
3
時

場
所
市
役
所
保
健
室

V
成
人
病
教
室

マ
7
月
2
日
附
午
前
9
時
ぬ
分

l
u

時
場
所
魚
津
保
健
所

内
容

l
講
義

「
高
血
圧
に
つ
い
て
」

ス
ラ
イ
ド
「
高
血
圧
を
防
ぐ
暮
し
方
」

高
血
圧
食
の
実
習
と
試
食

29 22 15 8 l 
日 日 日 日 日

6 (11) (11) (11) (1.:1) (1:1) 

土居 桝 正案 拘合
科医院福整田
月

井 山奇 田 前奇 の
医 医 医 医 M 休
ド完 院 院 院 外 日
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200. 75km' 
7.9 km 

世管数 12，106世帝

人口 (男) 23，161人
(女) 25，188人
計 48，349人

男女計

生 27人 25人 52人
亡 11人 19人 30人

入 100人118人218人

出123人123人246人

市努のうごき (4月末)

市の面積

j毎俸線

出

死

転

転

第
三
五
五
号

編
集
発
行
人

j掌

魚

市

印
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


